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は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
分
野
野
党
（
o
u
興
蝕
。
げ
ω
8
0
0
ω
一
拳
o
P
ω
①
0
8
轟
一
8
0
0
ω
凶
二
§
）
」
と
い
う
学
術
用
語
は
、
「
特
定
の
政
策
分
野
の
み
を
対
象
と
し
て

与
党
内
部
で
展
開
さ
れ
る
反
対
行
動
」
も
し
く
は
「
特
定
の
分
野
の
政
策
に
つ
い
て
部
分
的
に
そ
の
変
更
を
求
め
る
政
権
内
野
党
」
を

意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
野
党
は
「
連
立
政
権
に
参
加
し
な
が
ら
、
本
来
は
他
党
に
所
属
す
る
閣
僚
の
管
轄
領
域
と
さ
れ
た
、
特
定
の

政
策
分
野
に
関
し
て
の
み
代
替
案
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
B
H
E
の
場
合
に
は
、
「
故
郷
を
追
放
さ
れ
た

者
」
に
か
か
る
、
担
当
大
臣
を
し
ば
し
ば
所
轄
し
な
が
ら
、
当
該
分
野
の
政
策
の
実
現
を
企
図
す
る
点
に
、
そ
の
分
野
政
党
と
し
て
の

特
徴
が
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
参
考
の
た
め
に
与
野
党
関
係
の
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を
概
説
す
る
。
政
党
と
政
権
の
関
係
を
、
最
も
政
権
寄
り
の
も
の
か
ら

順
を
追
っ
て
考
え
る
と
、
（
1
）
首
班
与
党
、
（
2
）
連
立
与
党
、
（
3
）
「
分
野
野
党
」
、
（
4
）
「
部
分
連
合
」
、
（
5
V
正
式
な
閣
外
協

力
、
（
6
）
非
公
式
な
閣
外
協
力
（
1
1
「
半
野
党
」
）
、
（
7
）
「
是
々
非
々
戦
略
」
、
（
8
）
次
期
政
権
を
担
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
野
党

第
一
党
と
「
影
の
内
閣
」
の
組
閣
、
（
9
）
政
権
と
同
一
陣
営
の
中
小
野
党
、
（
1
0
）
政
権
と
反
対
陣
営
の
中
小
野
党
、
（
1
1
）
単
一
政

策
野
党
、
（
1
2
）
議
会
外
野
党
、
（
1
3
）
「
構
造
的
野
党
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
現
政
権
と
対
極
を
な
す
（
1
4
）
「
野
党
連
合
構
想
」
な
ど

に
分
類
で
き
る
。

　
（
1
）
首
班
与
党
と
は
、
首
相
を
政
権
に
送
っ
た
与
党
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
与
党
内
で
は
最
大
の
勢
力
を
占
め
て
い
る
。
但
し
、

村
山
富
市
政
権
の
よ
う
に
、
与
党
内
少
数
政
党
が
権
謀
術
数
に
よ
っ
て
首
班
与
党
と
な
り
、
最
大
与
党
の
支
援
を
受
け
て
政
権
を
他
律
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的
に
運
営
す
る
こ
と
も
あ
る
。
（
2
）
連
立
与
党
と
は
連
立
協
定
を
首
班
与
党
と
結
ん
で
、
政
権
に
閣
僚
を
送
る
与
党
を
指
す
。
（
3
）

「
分
野
野
党
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
与
党
の
一
部
と
な
っ
た
政
党
が
、
特
定
の
政
策
領
域
の
み
に
つ
い
て
は
反
対
を
す
る
事
例
を

意
味
す
る
。
「
分
野
野
党
」
が
、
大
部
分
は
政
府
与
党
の
政
策
に
賛
成
し
、
一
部
だ
け
意
見
を
異
に
す
る
の
に
対
し
て
、
（
4
）
「
部
分

連
合
」
と
は
、
大
部
分
は
意
見
を
異
に
し
て
、
一
部
だ
け
政
府
与
党
の
政
策
に
賛
成
す
る
野
党
を
意
味
す
る
。
（
5
）
正
式
な
閣
外
協
力

と
は
閣
外
協
力
協
定
を
結
ん
で
、
政
権
に
閣
僚
を
送
ら
な
い
で
、
政
権
に
協
力
す
る
政
党
を
意
味
す
る
。

　
（
6
）
非
公
式
な
閣
外
協
力
、
特
に
「
半
野
党
」
と
は
、
閣
外
協
力
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
も
、
与
党
に
親
近
感
を
持
つ
与

党
陣
営
の
一
部
に
位
置
す
る
野
党
が
、
く
だ
ん
の
政
府
与
党
が
崩
壊
す
る
危
険
が
迫
っ
た
時
に
、
野
党
陣
営
が
政
権
を
握
る
こ
と
を
嫌

っ
て
、
投
票
行
動
の
上
で
、
与
党
側
に
く
み
す
る
行
為
を
指
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
民
主
労
働
党
政
権
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
労
働
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

政
権
が
危
機
に
陥
っ
た
と
き
に
、
事
実
上
の
援
護
射
撃
を
す
る
共
産
主
義
政
党
（
n
友
党
）
が
、
こ
の
事
例
に
相
当
す
る
。
（
7
）

「
是
々
非
々
戦
略
」
と
は
、
与
野
党
の
間
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ォ
ー
ト
を
握
る
可
能
性
を
持
つ
政
党
が
、
政
策
ご
と
に
野
党
と
な

っ
た
り
、
与
党
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
党
の
存
在
感
を
マ
ス
コ
ミ
と
国
民
に
対
し
て
、
印
象
付
け
る
行
為
を
指
す
。

　
（
8
）
次
期
政
権
を
担
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
野
党
第
一
党
と
は
、
次
期
政
権
と
な
る
蓋
然
性
が
最
も
高
い
最
大
規
模
の
野
党
で
あ

る
。
く
だ
ん
の
野
党
第
一
党
の
党
首
は
、
国
防
政
策
等
の
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
政
策
に
つ
い
て
は
、
守
秘
義
務
の
範
囲
内
で
政
府
首

脳
か
ら
情
報
を
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
、
政
府
与
党
と
協
調
す
る
こ
と
が
当
然
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。
英
国
で
は
く
だ
ん
の
野
党
第
一

党
は
「
影
の
内
閣
」
を
常
時
、
組
織
し
て
政
権
交
代
に
備
え
て
い
る
。
な
お
、
一
九
七
一
年
総
選
挙
時
に
オ
ラ
ン
ダ
労
働
党
陣
営
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
影
の
内
閣
」
を
選
挙
戦
略
の
上
か
ら
一
時
的
に
組
閣
し
て
い
る
。

　
（
9
）
政
権
と
同
一
陣
営
の
中
小
野
党
は
、
（
2
）
連
立
与
党
、
（
3
）
「
分
野
野
党
」
、
（
4
）
「
部
分
連
合
」
、
（
5
）
正
式
な
閣
外
協 41



力
、
（
6
）
非
公
式
な
閣
外
協
力
（
1
1
「
半
野
党
」
）
と
し
て
、
政
権
に
接
近
す
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
（
1
0
）
政
権
と

反
対
陣
営
の
中
小
野
党
は
、
与
党
に
懐
柔
さ
れ
る
可
能
性
は
相
対
的
に
低
い
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
形
で
（
1
4
）
「
野
党
連
合
構
想
」

が
存
在
し
て
野
党
第
一
党
に
求
心
力
が
あ
る
時
と
、
そ
う
い
っ
た
求
心
力
が
全
く
な
い
時
で
は
、
「
政
権
と
反
対
陣
営
の
中
小
野
党
」

が
政
府
与
党
と
取
る
距
離
感
は
異
な
る
。
特
に
、
政
権
が
少
数
与
党
の
時
に
は
、
政
府
与
党
と
し
て
は
、
よ
し
ん
ば
、
当
該
政
党
が
野

党
陣
営
の
一
角
を
占
め
て
い
て
も
、
切
り
崩
し
て
与
党
陣
営
に
引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
1
1
）
単
一

政
策
野
党
は
、
単
一
の
政
策
の
変
更
を
求
め
る
野
党
で
あ
り
、
G
B
I
B
H
E
の
よ
う
な
旧
来
型
の
「
単
一
政
策
の
み
の
変
更
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
野
党
」
と
、
「
緑
の
党
」
の
よ
う
に
、
特
定
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
「
一
連
覇
政
策
群
の
変
更
を
求
め
る
野
党
」
と
に
分
類
で
き
る
。

　
さ
ら
に
（
1
2
）
議
会
外
野
党
（
A
P
O
”
〉
島
臼
－
℃
帥
二
鋤
目
8
け
母
一
ω
o
げ
Φ
O
署
。
ω
三
〇
戸
国
×
茸
蝉
－
℃
国
二
一
四
ヨ
Φ
昌
β
q
O
薯
。
ω
三
8
）

と
い
う
概
念
（
O
u
Φ
σ
q
峰
h
）
が
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
元
々
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
、
議
会
内
野
党
に
飽
き
足
ら
ず
、
議
会
外
で
野

党
行
動
を
繰
り
拡
げ
た
極
左
派
集
団
を
意
味
し
て
い
た
。
だ
が
、
拙
稿
で
は
、
G
B
l
B
H
E
が
議
会
に
進
出
す
る
権
利
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
当
時
に
も
該
当
す
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
一
九
五
〇
年
一
月
一
四
日
に
政
党
許
可
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
以
前
の
、
超
党
派
的

な
追
放
さ
れ
た
者
の
諸
団
体
で
あ
る
二
九
四
八
年
以
降
、
許
可
さ
れ
た
）
「
追
放
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
の
連
合
」
と
「
農
民
同
盟
」
は
、

一
種
の
議
会
外
か
ら
政
策
の
変
更
を
訴
え
る
、
極
右
派
（
も
し
く
は
右
派
）
の
議
会
外
野
党
（
A
P
O
）
に
相
当
す
る
と
見
な
す
。
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

え
て
、
最
も
政
権
構
想
か
ら
疎
外
さ
れ
た
野
党
と
し
て
、
（
1
3
）
「
構
造
的
野
党
（
ω
q
二
〇
け
霞
巴
。
薯
。
ω
三
〇
づ
）
」
が
あ
る
。
「
構
造
的
野

党
」
と
は
、
煎
じ
詰
め
て
言
え
ば
、
与
野
党
関
係
の
構
造
も
し
く
は
政
治
制
度
の
上
か
ら
、
与
党
に
な
る
可
能
性
が
ほ
ぼ
皆
無
の
野
党

を
意
味
す
る
。
冷
戦
下
の
イ
タ
リ
ア
共
産
党
が
「
構
造
的
野
党
」
の
代
表
例
で
あ
る
。

　
総
括
す
る
と
、
G
B
l
B
H
E
と
い
う
小
規
模
の
野
党
は
、
当
初
、
（
1
2
）
極
右
の
議
会
外
野
党
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
以
降
、
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議
会
に
進
出
し
て
、
（
1
1
）
単
一
政
策
の
み
を
掲
げ
る
議
会
内
野
党
と
な
っ
た
。
や
が
て
、
連
立
交
渉
を
進
め
て
（
2
）
連
立
与
党
と

な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
主
張
す
る
政
策
の
性
質
上
、
G
B
I
B
H
E
は
、
（
3
）
「
分
野
野
党
」
と
し
て
の
属
性
も
兼
ね
備
え
て
い
た
。

　
な
お
、
中
小
の
野
党
が
主
に
採
る
政
治
戦
略
と
し
て
は
、
（
2
）
連
立
与
党
、
（
3
）
「
分
野
野
党
」
、
（
4
）
「
部
分
連
合
」
、
（
5
）
正

式
な
閣
外
協
力
、
（
6
）
非
公
式
な
閣
外
協
力
（
目
「
半
野
党
」
）
、
（
7
）
「
是
々
非
々
戦
略
」
、
（
1
1
）
単
一
政
策
野
党
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
政
党
が
主
に
採
る
政
治
戦
略
と
し
て
は
、
（
1
）
首
班
与
党
、
（
8
）
野
党
第
一
党
が
行
う
「
影
の
内
閣
」

の
組
閣
、
さ
ら
一
に
、
（
1
4
）
「
野
党
連
合
構
想
」
を
画
策
し
、
野
党
第
一
党
へ
の
求
心
力
を
維
持
し
、
政
府
与
党
と
ほ
ぼ
互
角
の
実
力
を

示
し
て
、
渡
り
合
う
戦
術
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
、
（
1
3
）
「
構
造
的
野
党
」
が
採
る
戦
略
と
し
て
は
、
冷
戦
下
で
の
万
年
野
党
．
旧
日
本

社
会
党
（
現
社
会
民
主
党
）
の
よ
う
に
、
過
半
数
は
事
実
上
、
取
ら
ず
政
権
も
担
当
し
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
三
分
の
一
以
上
の
議

席
数
を
確
保
し
続
け
て
、
憲
法
改
正
の
み
を
阻
止
す
る
と
い
う
（
1
5
）
「
象
徴
的
な
野
党
行
動
」
も
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
中
小
の

野
党
と
言
う
よ
り
も
「
弱
小
野
党
」
で
あ
っ
た
G
B
I
B
H
E
が
選
択
し
う
る
戦
術
は
、
G
B
l
B
H
E
の
規
模
の
点
か
ら
も
限
ら
れ

て
い
た
。

　
以
上
、
与
野
党
の
「
役
割
」
を
基
準
に
分
類
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
野
党
の
特
質
、
特
に
野
党
の
立
憲
的
も
し
く
は
政
治
的
「
性

格
」
如
何
に
よ
る
魚
－
例
え
ば
・
責
任
あ
る
野
孟
春
な
き
野
掌
半
分
だ
け
責
任
あ
る
野
掌
公
妾
野
掌
不
公
正
な
野

党
な
ど
一
が
あ
る
。
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（一

j
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
の
定
義

44

　
本
稿
に
言
う
追
放
さ
れ
た
者
（
＜
Φ
『
け
『
一
①
σ
Φ
昌
Φ
）
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
戦
し
た
結
果
と
し
て
、
今
日
の
統
一
ド
イ
ツ
領
土

以
外
の
居
住
地
か
ら
放
逐
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
国
籍
な
い
し
ド
イ
ツ
民
族
に
属
す
る
人
々
を
指
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
時
に
、
（
1
）

旧
ド
イ
ツ
国
の
東
部
地
域
と
（
2
）
一
九
三
七
年
の
ド
イ
ツ
国
の
国
境
外
に
位
置
す
る
入
植
地
か
ら
な
る
「
故
郷
（
＝
①
巨
讐
ご
に

居
住
す
る
ド
イ
ツ
国
民
（
民
族
）
は
、
約
一
、
六
六
〇
万
人
を
数
え
た
。
そ
の
内
、
一
九
五
〇
年
現
在
で
は
、
約
二
七
〇
万
人
が
故
郷

に
残
り
、
約
一
、
一
七
〇
万
人
が
故
郷
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
、
約
二
一
〇
万
人
が
追
放
の
途
上
で
死
亡
し
た
。

　
一
九
四
三
年
一
一
月
二
八
日
か
ら
一
二
月
一
日
に
イ
ラ
ン
の
首
都
・
テ
ヘ
ラ
ン
で
行
わ
れ
た
テ
ヘ
ラ
ン
会
談
と
、
一
九
四
五
年
二
月

四
日
か
ら
一
一
日
に
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
突
端
に
位
置
す
る
小
都
市
・
ヤ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
ヤ
ル
タ
会
談
で
、

F
．
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
米
大
統
領
、
W
・
チ
ャ
ー
チ
ル
英
首
相
、
J
・
ス
タ
ー
リ
ン
・
ソ
連
首
相
か
ら
な
る
三
大
連
合
国
首
脳
は
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
領
土
か
ら
の
ド
イ
ツ
人
の
強
制
退
去
を
取
り
決
め
た
。
こ
の
強
制
退
去
の
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、
ド
イ
ツ
側
が
負
担
し
て

西
方
の
ド
イ
ツ
領
土
に
移
住
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
最
終
的
に
こ
の
措
置
が
決
定
さ
れ
る
以
前
の
、
一
九
四
五
年
夏
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

政
府
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
与
え
ら
れ
た
領
土
か
ら
、
ド
イ
ツ
住
民
を
国
外
退
去
処
分
に
付
し
た
。
同
時
に
、
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
（
現
在
の

チ
ェ
コ
共
和
国
の
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
国
境
を
接
す
る
地
方
）
に
居
住
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
が
、
旧
チ
ョ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

か
ら
大
量
に
追
い
出
さ
れ
た
。
こ
の
ズ
デ
！
テ
ン
地
方
に
在
住
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
の
一
部
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
逃
れ
た
。
一
九

四
五
年
八
月
二
日
に
H
・
ト
ル
r
マ
ン
米
大
統
領
、
C
・
R
・
ア
ト
リ
ー
英
首
相
と
ス
タ
ー
リ
ン
が
署
名
し
た
、
ポ
ツ
ダ
ム
協
定
（
べ
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（
6
）

ル
リ
ン
会
議
に
つ
い
て
の
三
大
連
合
国
の
事
務
的
通
知
）
の
第
一
三
章
は
、
（
一
九
一
九
年
の
時
点
で
旧
ド
イ
ツ
領
土
に
属
し
て
い
た
）

東
部
ド
イ
ツ
地
方
に
在
住
す
る
ド
イ
ツ
人
住
民
、
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
に
在
住
す
る
ド
イ
ツ
人
住
民
、
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
．

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ド
イ
ツ
人
居
留
地
（
コ
ロ
ニ
ー
）
に
散
在
す
る
残
余
の
ド
イ
ツ
人
住
民
を
、
「
秩
序
正
し
い
人
間
的

な
方
法
（
o
a
2
コ
σ
Q
ω
α
q
Φ
ヨ
似
2
ひ
q
①
⊆
コ
α
げ
＝
ヨ
蝉
⇒
Φ
芝
Φ
凶
ω
Φ
）
」
で
、
占
領
国
管
理
委
員
会
に
よ
る
移
送
計
画
が
立
案
さ
れ
た
後
に
始
め

τ
、
「
移
送
（
α
げ
①
『
豊
訂
彗
σ
q
）
」
す
る
こ
と
を
指
令
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
直
ち
に
、
こ
の
規
定
に
反
し
て
一

つ
ま
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
老
人
、
子
供
、
女
性
に
対
し
て
も
「
徒
歩
」
に
よ
る
移
動
を
強
い
る
ー
ー
追
放
政
策
が
実
施
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
七
日
に
占
領
国
管
理
委
員
会
が
「
ド
イ
ツ
住
民
の
移
送
計
画
」
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
協
定
が
、

条
約
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
「
輸
送
手
段
を
用
い
た
追
放
」
を
規
定
し
た
。
こ
の
「
移
送
計
画
」
に
基
づ
い
た
大
量
追
放
の
実
施
は
、

総
じ
て
一
九
四
七
年
末
ま
で
続
い
た
。
だ
が
、
こ
の
政
治
的
に
見
て
新
た
な
「
移
送
計
画
」
に
含
ま
れ
る
、
抑
圧
的
な
諸
措
置
、
お
よ

び
経
済
的
・
社
会
的
に
劣
悪
な
生
活
環
境
は
、
か
つ
て
の
故
郷
に
在
住
す
る
多
く
の
ド
イ
ツ
人
を
、
引
き
続
い
て
故
郷
へ
の
残
留
せ
し

め
る
よ
う
作
用
し
た
。
一
九
五
〇
年
と
一
九
五
一
年
に
実
施
さ
れ
た
「
左
遷
作
戦
（
〉
葬
δ
昌
置
爵
）
」
に
よ
っ
て
、
約
六
八
、
○
○

○
人
の
ド
イ
ツ
人
の
強
制
移
住
が
可
能
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
赤
十
字
と
国
際
赤
十
字
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）
政

府
が
多
面
的
に
努
力
し
た
結
果
、
後
日
に
な
っ
て
初
め
て
、
離
散
し
た
家
族
が
一
箇
所
に
居
住
す
る
た
め
の
「
善
後
策
」
を
規
定
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

取
り
決
め
が
成
立
し
た
。

　
一
九
五
三
年
に
制
定
さ
れ
た
（
一
九
七
一
年
九
月
三
日
現
在
の
）
「
追
放
さ
れ
た
者
に
関
す
る
連
邦
法
律
（
b
d
二
巳
Φ
ω
〈
Φ
再
ユ
Φ
σ
9
①
づ

－
O
Φ
ω
①
冒
）
」
、
す
な
わ
ち
「
【
正
式
名
称
】
追
放
さ
れ
た
者
と
国
外
亡
命
者
の
案
件
に
関
す
る
法
律
（
∪
鋤
ω
○
Φ
ω
9
N
自
げ
臼
象
①
〉
口
・
45



ひ
Q
①
汀
ぴ
q
Φ
島
①
一
8
昌
匹
臼
く
Φ
諄
鼠
Φ
げ
Φ
昌
Φ
づ
ロ
ロ
α
日
露
。
算
一
ぎ
α
q
①
”
【
略
称
】
B
V
F
G
“
b
d
二
巳
①
ω
く
。
『
け
鼠
Φ
び
Φ
口
9
＝
民
固
二
9
二
一
昌
σ
q
g

O
①
。
。
Φ
旨
と
は
、
追
放
さ
れ
た
者
と
国
外
亡
命
者
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
経
済
・
社
会
秩
序
へ
、
順
次
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
当
該
法
律
は
「
再
移
住
措
置
（
d
ヨ
ω
δ
亀
琶
σ
q
ω
目
帥
ゆ
コ
筈
ヨ
Φ
謬
）
」
の
助
け
に
よ
り
、
連
邦
共
和
国

の
各
州
間
で
地
域
格
差
が
少
な
く
、
追
放
さ
れ
た
者
と
国
外
亡
命
者
が
適
度
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
た
。
加
え
て
、
追
放
さ
れ

た
農
民
の
西
ド
イ
ツ
へ
の
編
入
は
、
新
し
い
農
地
の
適
切
な
配
分
、
補
助
金
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
に
よ
っ
て
、
立
案
・
計
画
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
職
業
・
営
業
開
始
の
認
可
基
準
の
緩
和
、
（
貸
し
出
し
、
利
子
の
軽
減
、
公
的
機
関
か
ら
の
注
文
、
職
業
紹
介
上
の
優
遇
な

ど
の
）
自
営
業
者
と
非
自
営
業
者
の
就
業
促
進
策
、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
優
遇
規
定
、
つ
ま
り
、
か
つ
て
の
債
務
適
用
に
際
し
て
の
保

護
措
置
、
社
会
保
険
上
、
等
し
い
地
位
の
保
証
、
か
つ
て
の
出
身
国
で
合
格
し
て
い
た
資
格
試
験
の
ド
イ
ツ
で
の
承
認
な
ど
を
、
B
V

　
　
　
　
（
8
）

F
G
は
定
め
た
。

　
B
V
F
G
は
、
単
な
る
「
追
放
さ
れ
た
者
（
＜
①
答
「
δ
σ
9
①
）
」
と
、
既
に
一
九
三
七
年
一
二
月
三
一
日
以
前
か
ら
追
放
さ
れ
た
領
土

に
在
住
し
て
い
た
「
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
（
＝
Φ
ぎ
簿
－
く
①
昌
ユ
Φ
σ
①
コ
①
）
」
と
を
区
別
し
た
。
申
請
に
基
づ
い
て
「
故
郷
を
追
放
さ

れ
た
者
」
は
「
追
放
者
証
明
書
l
A
」
を
、
「
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
」
で
は
な
い
、
単
な
る
「
追
放
さ
れ
た
者
」
は
「
証
明
書
l
B
」

を
、
旧
ソ
連
占
領
区
（
東
ド
イ
ツ
）
か
ら
の
国
外
亡
命
者
で
、
同
時
に
「
追
放
さ
れ
た
者
」
や
「
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
」
で
な
い
者

は
「
証
明
書
一
C
」
を
受
け
取
る
も
の
と
さ
れ
た
。
B
V
F
G
は
、
追
放
さ
れ
た
者
ま
た
は
国
外
亡
命
者
と
な
っ
た
者
の
元
来
の
生
業

と
い
う
身
分
（
の
相
違
）
の
み
な
ら
ず
、
出
生
（
の
区
別
）
に
よ
っ
て
派
生
す
る
身
分
（
の
相
違
）
に
も
、
関
知
し
（
識
別
し
）
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
追
放
の
後
に
生
ま
れ
た
子
供
は
、
出
生
の
時
点
か
、
私
生
児
の
場
合
に
は
認
知
の
時
点
で
、
家
族
と
し
て
の
保
護
監

督
権
が
生
じ
た
、
ま
た
は
生
じ
る
「
片
親
」
の
追
放
さ
れ
た
者
と
し
て
の
身
分
を
継
承
す
る
（
B
V
F
G
第
七
条
）
。
追
放
さ
れ
た
者

46
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（
～
N
①
目
什
「
帥
Φ
び
Φ
コ
Φ
）
と
追
放
さ
れ
な
か
っ
た
者
（
Z
8
算
－
＜
Φ
答
ユ
①
σ
Φ
口
①
）
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
供
は
、
一
般
に
は
父
親
の

側
の
権
利
を
継
承
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
追
放
さ
れ
た
者
は
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
は
、
圧
倒
的
に
西
ド
イ
ツ
の
農
村
地
帯
に
流
入
し
た
。
そ
の
後
、
一
九

四
九
年
＝
月
の
末
か
ら
一
九
六
二
年
の
末
に
か
け
て
、
約
一
〇
〇
万
人
の
追
放
さ
れ
た
者
が
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
“
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
州
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
と
い
う
「
追
放
さ
れ
た
者
を
放
出
し
た
（
農
村
地
帯
の
）
諸
州
」
か
ら
、
連
邦
の

そ
の
他
の
州
か
ら
な
る
「
受
け
入
れ
州
」
へ
と
再
移
住
し
た
。
経
済
的
編
入
に
は
、
漸
次
の
社
会
的
な
編
入
が
結
び
付
い
て
い
た
。
再

移
住
に
よ
っ
て
実
現
し
た
「
（
各
州
問
で
の
）
負
担
の
均
衡
化
」
は
、
編
入
を
促
進
す
る
努
力
を
示
し
て
い
る
。

　
一
九
五
〇
年
八
月
五
日
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
の
憲
章
」
は
、
復
讐

と
報
復
を
放
棄
す
る
一
方
で
、
「
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
人
類
の
基
本
権
の
一
つ
と
し
て
の
故
郷
に
帰
る
権
利
」
と
、
ド
イ
ツ
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
再
建
に
追
放
さ
れ
た
者
が
等
し
い
権
利
を
持
っ
て
参
加
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
超
党
派
的
な
追
放
さ
れ
た
者
の
団
体
を

結
成
す
る
こ
と
は
、
一
九
四
八
年
以
降
、
許
可
さ
れ
た
。
「
追
放
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
の
連
合
（
B
v
D
”
じ
U
巨
α
α
Φ
『
＜
Φ
鳥
「
δ
9
づ
①
ロ

∪
①
旨
ω
o
げ
Φ
p
）
」
と
「
農
民
同
盟
（
＜
Φ
吾
き
α
α
Φ
「
ピ
⇔
巳
ω
ヨ
帰
営
ω
0
9
津
Φ
づ
）
」
が
合
併
し
て
、
一
九
五
七
年
に
「
追
放
さ
れ
た
者
の
連

合
（
じ
d
二
昌
匹
α
①
円
く
①
『
け
「
一
Φ
σ
①
コ
Φ
「
P
）
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
に
お
い
て
、
追
放
さ
れ
た
者
は
公
的
な
職
務
の
上
で
は
「
新
し
い
市
民
」
な
い
し
「
移
住
者
」

と
見
な
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
一
九
四
五
年
と
一
九
四
九
年
の
問
に
は
、
四
四
四
万
人
を
数
え
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西

ド
イ
ツ
）
へ
の
再
移
住
と
、
東
ド
イ
ツ
か
ら
の
国
外
逃
亡
（
1
1
国
外
亡
命
）
の
結
果
と
し
て
、
最
終
的
に
、
そ
の
数
は
一
七
〇
万
人
に

ま
で
減
少
し
た
。
追
放
さ
れ
た
者
の
編
入
と
補
償
の
た
め
の
特
別
な
社
会
政
策
上
の
措
置
が
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
で
実
施
さ
れ
た
証

47



拠
は
な
い
。
追
放
さ
れ
た
者
が
独
自
の
政
治
的
利
益
を
追
求
す
る
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
は
、

（
9
）

つ
た
。

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
で
は
不
可
能
で
あ

48

（
二
）
負
担
調
整
法
に
よ
る
改
善

　
戦
争
の
経
過
が
思
わ
し
く
な
い
と
い
う
圧
力
の
下
、
ド
イ
ツ
国
（
∪
鋤
ω
∪
①
旨
ω
o
げ
①
幻
虫
。
げ
）
の
東
部
に
居
住
し
て
い
る
者
の
多
く

が
、
戦
時
中
に
そ
の
故
郷
を
離
れ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
行
政
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
（
ド
イ
ツ
国

の
）
旧
東
部
地
域
で
生
活
す
る
、
ド
イ
ツ
人
の
大
半
を
追
放
処
分
に
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
連
合
国
管
理
委
員
会
の
命
令
に
よ
っ
て
、

六
六
五
万
人
の
ド
イ
ツ
人
が
、
国
外
か
ら
四
大
連
合
国
（
米
・
英
・
仏
・
ソ
連
）
占
領
区
内
の
地
域
に
移
住
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
の

初
頭
に
は
、
両
ド
イ
ツ
国
家
に
流
入
し
た
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
の
総
数
は
、
遂
に
一
、
二
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
そ
の
内
、
八
○
○

万
人
を
超
え
る
人
々
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）
に
流
入
し
た
。

　
既
に
四
大
連
合
国
に
よ
る
占
領
期
に
、
「
追
放
さ
れ
た
者
に
関
わ
る
ド
イ
ツ
行
政
官
庁
の
作
業
共
同
体
」
を
仲
介
者
と
し
て
、
追
放

さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
、
も
し
く
は
、
ド
イ
ツ
国
内
に
他
国
か
ら
亡
命
し
た
ド
イ
ツ
人
の
再
移
住
と
均
等
な
配
分
を
目
指
す
政
策
が
実
施
さ

れ
、
さ
ら
に
、
財
政
的
な
負
担
を
調
整
し
均
衡
化
す
る
政
策
が
準
備
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）

の
草
創
期
に
は
、
多
く
の
追
放
さ
れ
た
者
を
抱
え
て
物
質
的
な
困
窮
の
程
度
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
一
九
五
二
年
六
月
一
〇
日
に
連
邦
議

会
は
、
相
対
立
す
る
意
見
が
応
酬
さ
れ
る
審
議
経
過
を
経
た
後
に
、
採
択
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
十
分
な
多
数
派
を
確
保
し
て
、
記

名
投
票
に
よ
る
と
四
〇
二
名
の
総
議
員
の
内
、
二
〇
八
名
の
賛
成
多
数
で
、
「
負
担
調
整
法
（
」
A
G
一
ピ
器
8
墨
ロ
ω
ひ
q
互
9
叩
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ひq

@
ω
Φ
旨
）
」
を
議
決
し
た
。
L
A
G
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
領
土
内
に
既
に
従
来
か
ら
居
住
す
る
ド
イ
ツ
人
が
、
追
放
さ
れ

た
者
に
対
し
て
支
払
う
「
負
担
を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
」
を
通
じ
て
、
負
担
を
均
等
化
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。

　
行
政
的
な
措
置
を
伴
っ
た
追
放
さ
れ
た
者
の
編
入
そ
れ
自
体
を
分
析
し
て
み
て
も
、
当
初
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
分
な
成
果
を
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
経
済
が
復
興
し
て
好
景
気
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
今
日
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
に
、
戦
後
に
な
っ
て
旧
東
部

ド
イ
ツ
地
域
か
ら
流
入
し
た
国
民
と
、
従
来
か
ら
西
ド
イ
ツ
に
在
住
し
て
い
た
国
民
と
の
統
合
が
、
理
想
的
に
成
功
す
る
た
め
に
、
最

も
重
要
な
財
政
的
基
盤
を
生
ぜ
し
め
た
。
政
治
的
レ
ベ
ル
で
は
第
一
に
、
追
放
さ
れ
た
者
の
諸
組
織
を
「
政
党
政
治
」
に
統
合
す
る
保

守
政
党
が
成
功
を
収
め
た
。
多
く
の
追
放
さ
れ
た
者
を
政
治
的
に
代
表
す
る
「
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
と
公
民
権
を
剥
奪
さ
れ
た
者
の

ブ
ロ
ッ
ク
（
B
H
E
一
切
一
8
冒
畠
9
＝
虫
ヨ
讐
く
臼
q
一
Φ
σ
Φ
コ
①
昌
二
豊
国
づ
耳
①
9
8
8
づ
”
な
お
、
本
稿
で
は
、
B
H
E
と
い
う
略
称
を
用

い
る
が
、
「
難
民
党
」
と
い
う
表
示
方
法
も
あ
る
。
）
」
が
、
差
し
当
た
っ
て
幾
つ
か
の
州
議
会
に
代
表
者
を
送
っ
た
。
B
H
E
は
、
バ

ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
と
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
は
主
に
首
班
与
党
C
D
U
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同

盟
）
と
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
主
に
首
班
与
党
C
S
U
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
）
と
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
と
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
で
は

主
に
首
班
与
党
S
P
D
（
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
）
と
、
州
レ
ベ
ル
で
の
連
立
政
権
を
組
閣
し
た
。
そ
の
後
、
連
立
与
党
と
し
て
時
の
経

過
を
経
る
に
つ
れ
て
、
遂
に
B
H
E
は
、
バ
ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
と
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
は
C

D
U
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
C
S
U
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
と
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
S
P
D
に
よ
っ
て
事
実
上
、
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

　
当
初
は
、
か
つ
て
の
故
郷
の
文
化
的
伝
統
の
育
成
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
「
同
郷
会
」
で
あ
っ
た
追
放
さ
れ
た
者
の
諸
団
体
が
、

圧
力
団
体
政
治
に
お
い
て
も
同
様
に
、
一
層
保
守
的
な
根
本
的
立
場
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て
、

こ
れ
ら
追
放
さ
れ
た
者
の
諸
団
体
は
独
自
の
政
党
を
結
成
し
、
や
が
て
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
「
ア
；
デ
ナ
ウ
ア
ー
C
D
U
首
班
連
立
政 49



権
」
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
支
柱
の
一
つ
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
で
、
追
放
さ
れ
た
者
の
諸
団
体
の
構
成
員
が
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
の
社
会
に
ま
す
ま
す
統
合
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
独
自
の
政
治
的
要
素
と
し
て
の
追
放
さ
れ
た
者
の
諸
組
織
の
重
要
性
は
、
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

を
経
る
に
つ
れ
て
次
第
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

50

（
三
）
統
計
的
分
析

　
旧
ド
イ
ツ
国
の
東
部
地
域
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
南
部
、
ポ
メ
ル
ン
、
東
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
、

お
よ
び
、
現
ロ
シ
ア
連
邦
領
（
飛
び
地
）
の
東
プ
ロ
イ
セ
ン
北
部
）
か
ら
（
現
在
の
統
一
ド
イ
ツ
に
相
当
す
る
）
東
西
ド
イ
ツ
領
土
へ

追
放
さ
れ
た
者
の
数
、
つ
ま
り
「
国
外
亡
命
者
と
追
放
さ
れ
た
者
（
コ
q
o
ゴ
豊
ロ
ひ
q
Φ
ロ
置
く
Φ
答
二
Φ
げ
Φ
コ
①
）
」
の
人
数
は
、
よ
り
正
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

言
え
ば
、
約
一
、
一
七
三
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
約
二
〇
〇
万
人
の
ド
イ
ツ
人
　
と
り
わ
け
女
性
、
子
供
、
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

一
が
、
追
放
措
置
に
よ
っ
て
国
外
に
追
い
出
さ
れ
て
、
ド
イ
ツ
に
入
国
す
る
以
前
に
逝
去
し
た
。
こ
の
「
国
外
に
追
放
さ
れ
て
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
V

ツ
に
移
動
す
る
途
上
で
逝
去
し
た
者
（
＜
興
q
Φ
ま
§
ひ
q
ω
＜
①
ユ
ロ
ω
8
）
」
の
人
数
は
、
二
〇
〇
万
人
以
上
と
も
、
お
よ
そ
二
一
〇
万
人
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
比
較
研
究
の
た
め
に
「
追
放
さ
れ
た
者
」
に
関
す
る
一
般
的
な
百
科
事
典
的
知
識
を
提
供
し
た
い
。
す
な
わ
ち
一
般
に
「
追

放
」
と
は
、
あ
る
一
国
内
で
民
族
的
・
言
語
的
・
宗
教
的
に
多
数
派
の
国
民
か
ら
区
別
さ
れ
た
、
少
数
派
を
国
外
退
去
処
分
に
付
す
る

こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
時
と
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
、
こ
の
「
追
放
」
政
策
か
ら
派
生
し
、
そ
の
結
果
、
生
じ
た
「
少
数
派

問
題
」
は
、
と
り
わ
け
コ
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
）
」
に
と
っ
て
の
懸
案
と
な
り
、
国
籍
原
則
の
発
展
や
民
族



図1　第二次世界大戦後の「国外亡命者、追放された者、国外移住者」の移動開始地点と移動先の概要

本図は、Dεr　F孟∫c舵〃吻朋磁。η細‘’α∫8R∠），3，Au9．，　Fischer，1990，　S．151．による。なお、本図内の右に付された表を参考

までに邦訳する。（次頁）
お



【国外亡命者と追放された者】

（1937年の領土内外における）1945年のドイツ民族の人ロ

　　　　　ドイツ国の東部地域

　　　　　ドイツ国領土外の追放対象地域

996万人

769万人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総計）1765万人
（マイナス）兵役従事中の戦死者と追放による移動中の死亡者　　　一320万人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（差し引き）1445万人
（マイナス）その内、故郷に残留した者　　　　　　　　　　　　一272万人

く国外亡命者と追放された者の総数〉　　　　　　　　　（差し引き）1173万人

　　　　　その内、ドイツ国の東部地域から　694万人

　　　　　その内、ドイツ国の領土外から　　479万人

くその内、ドイツ連邦共和国に受け入れられた者の数〉

　　　　　　ドイツ国の東部地域から　　　　　　　　　　　　　454万人

　　　　　　ドイツ国の領土外の追放地域から　　　　　　　　　　343万人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合計）798万人

（1950年9月の時点で計算）

自
決
権
の
思
想
と
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
き
た
。

　
総
体
と
し
て
少
数
派
と
判
定
さ
れ
た
住
民
を
追
放
す
る
具
体
例
は
、
既
に
古

代
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
近
代
に
お
け
る
追
放
の
第
一
の
理
由
は
、
と
り
わ
け

異
な
っ
た
宗
派
に
属
し
て
い
る
と
い
う
宗
教
上
の
事
由
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

ユ
グ
ノ
ー
派
（
フ
ラ
ン
ス
の
新
教
徒
の
一
派
）
が
、
一
七
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
か

ら
他
国
へ
移
住
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
、

領
土
の
変
更
な
い
し
割
譲
の
結
果
と
し
て
の
追
放
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
例

え
ば
ド
イ
ツ
人
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、
ド
イ
ツ
人
が
エ
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン

デ
ン
地
方
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
ソ
連
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
も
再
度
、
ド
イ
ツ
人
は
新
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
土
か
ら
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
は
新
し
い
ソ
連
領
土
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
い
う
国
家
の
領
土
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
「
西
進
（
よ
り
西
方
に
移
動
）
」

し
た
。
一
九
四
〇
年
と
再
度
一
九
四
四
年
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
西
園
レ
リ

ア
地
方
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
以
降
と
再
度
一
九
六
七
年
以
降
に
は

大
数
の
ア
ラ
ブ
人
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
い
し
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
地
か
ら
、
追
放

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
旧
西
ド
イ
ツ
）
の
総
人
口
の

内
、
約
一
七
・
二
％
は
、
戦
後
の
追
放
政
策
の
被
害
を
こ
う
む
っ
た
者
、
と
り

52
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　　図2＝旧ドイツ国東部地域とドイツ民族がかって住んでいた
　　諸外国からの国外亡命者と追放された者の総数（千人単位）
（追放された者の数と比較したドイツ国籍者とドイツ民族の総数付き）

ドイツ国籍者と 追放された

地域名 ドィッ民族の総数 者の総数

1939 1944／1945 1950

南部東プロセイン 1314 1370 1234

東部ポメルン 蓋884 1956 1430

東部ブランデンブルク 642 657 395

シュレージエン 4577 4751 3197

全ドイツ領東部地域（北部東プロセインを除く） 8417 8734 6256

ダンツィッヒ（現在のグダニスク）市 380 395 291

ポーランド（ポーランド東部地域を除く） 1236 1263 618

全ポーランド（現国境内）領域 10033 10392 〃65

エストニア 23 24

ラトヴィア 64 75 92

リトアニア 52 54

メーメル地方 】18 129 78

北部東プロセイン 1154 1209 725

ポーランド東部地域 135 138 70

カルパチア山脈沿いのウクライナ 13 13 3

北部ブゴヴィナ 44 45 37

ベッサラビア 93 95 79

旧ソ連邦 1427 1500 62

全週ソ連邦国境内領域 3123 3282 〃46

チェコ・スロヴァキア 3464 3620 2997

ハンガリー 623 633 213

ユーゴスラヴィア 537 550 297

ルーマニア 660 689 137

その他のバルカン諸国 6 6 3

総計 18446 19172 〃958

本図は、DθアGro∬θP乙OE7Z，31．Aun．，1992，　S，944，による。

イ
ツ
が
犠
牲
者
）
で
も
あ
る
。
図
3
に

記
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
移
動
を
見

国
は
、
民
族
追
放
政
策
の
犠
牲
者
（
こ

の
場
合
は
、
ソ
連
が
加
害
者
）
で
も
あ

り
、
ま
た
加
害
者
（
こ
の
場
合
は
、
ド

れ
る
。
つ
ま
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う

（
西
方
へ
の
移
動
）
」

現＿い
象珍う

が
再
認
識
さ

ら
追
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る

と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
国
の
「
西
進

ら
追
放
さ
れ
た
者
、
も
し
く
は
、
そ
の

子
孫
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
等
は
、
超

大
国
（
1
1
旧
ソ
連
）
に
よ
る
国
境
線
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

更
政
策
の
犠
牲
者
と
言
え
る
。

　
こ
の
内
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
ソ
連
か

わ
け
一
九
四
五
年
以
降
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

ソ
連
の
管
理
区
域
（
1
1
領
土
）
に
編
入

さ
れ
た
、
旧
ド
イ
ツ
国
の
東
部
地
域
か

53



図3：第二次世界大戦後の国外亡命者と追放された者
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て
も
、
約
三
〇
〇
万
入
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
土
の

「
西
進
」
政
策
の
故
に
、
（
新
た
に
ソ
連
領
土
と

な
っ
た
、
旧
来
の
国
土
の
東
半
分
に
位
置
す

る
）
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
土
か
ら
（
旧
来
の
国
土

の
西
半
分
に
位
置
す
る
）
新
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
土

へ
と
流
入
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
て
流
入
し

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
同
数
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
入
が
、

（
田
来
の
国
土
の
西
半
分
に
相
当
し
、
新
し
い

国
土
の
東
半
分
に
位
置
す
る
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
前
後
と
通
じ
て
の
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
土
を

追
わ
れ
て
流
出
し
て
、
新
し
い
西
部
地
域
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
領
土
（
す
な
わ
ち
、
旧
ド
イ
ツ
国
の

東
部
領
土
）
へ
移
動
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
図

3
の
轡
で
表
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
流
刑
者
数
を
見

る
と
、
ス
タ
～
リ
ン
・
ソ
連
首
相
の
残
忍
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
数
値
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図4：1945年春崩壊後のドイツ

Hq19酎aBd、

磁《愚．

隣触調．

　　　　　　　　　eFr6n…面r

　　　　　　　　　　．

E㎡．詰e甲烈g①『’

曲＠

粥賑蝋
　br5，9硲

て綴幽
弼羅講藩蹄翻　
㊥agd喚〔9＠～・・尺

・．戴．一．螺。こ撫

：鑛凝i緊囑

　　　．’＼、’粥sしOwへKε1

　　　　　、．　で／
　　　　　　＼　　　　　　　　r．㌔
　　　　　　　’、／　　　　　　　　　　、
　　　　，で、　、乙圏　　　　　N‘、

　　　．r　　　　！　　　　　㌔一一こ・．一＼
　　　｛く♂「　　　／　　　　　　　　’　　r＼
　　　　　　　　　　ノ　／　ζ　・

　　　　　　　9Bmb・・9　田

i獣
　　　　　　＼毛

　　　　　　　～

o黛電一へ　1・5

Pora異

「

～l

M

！

ノ〆

Dcutschhnd　I1とヨdl　dcm　Zu3ammenbruch　ig45

本図は、ゴ却一，聖如ぎ二占ぴ7’梅～rg〔～．肥ノ11ご1πe、2． Bd．，25．　Au∩．，［99LS．526．による。

を
刻
銘
に
記
憶
し
て
い
る
、
ド
イ
ツ
の
統
計
資
料
の
正

確
さ
が
実
証
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
万
人
の
エ
ス
ト

ニ
ア
入
、
八
万
人
の
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
、
八
万
人
の
リ
ト

ア
ニ
ア
入
、
二
四
万
人
の
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
入
、
　
一
六
万

人
の
東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
二
〇
万
人
の
ク
リ
ミ
ア
の
タ

タ
ー
ル
人
、
四
〇
万
人
の
ヴ
ォ
ル
カ
の
ド
イ
ツ
人
、
入

○
転
入
の
（
西
モ
ン
ゴ
ル
の
一
部
族
で
あ
る
）
カ
ル
ム

ッ
ク
（
固
P
ご
巨
8
r
Φ
懸
人
と
コ
ー
カ
サ
ス
人
が
、
シ

ベ
リ
ア
へ
の
流
刑
処
分
に
付
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
総

数
二
〇
〇
万
人
で
あ
る
。

　
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ベ
ン
ツ
（
≦
○
罵
ぴ
q
鋤
コ
α
q

うご

@
自
）
に
よ
れ
ば
、
「
（
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
北
部
を
ケ

ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
（
姻
α
臣
ぴ
q
ω
σ
Φ
薦
、
ロ
シ
ア
名
」
カ

リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ト
一
区
巴
男
呼
面
罵
e
市
と
共
に
ソ

連
に
割
譲
す
る
と
い
う
〉
ド
イ
ツ
東
部
地
域
の
法
的
地

位
、
す
な
わ
ち
領
土
割
譲
問
題
は
、
一
九
四
五
年
夏
に

は
、
著
し
く
異
常
な
問
題
点
を
含
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

ao



し
か
し
な
が
ら
、
事
態
を
一
層
、
悪
化
さ
せ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
追

放
す
る
と
い
う
、
雪
嵐
ソ
三
大
連
合
国
の
決
定
で
あ
っ
た
。
『
居
住
民
の
内
、
ド
イ
ツ
民
族
を
構
成
す
る
部
分
を
、
秩
序
立
て
て
移
動

さ
せ
る
』
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
一
九
四
五
年
春
以
来
、
東
部
・
南
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ド
イ
ツ
人
を
追
放
し
た
結
果
、
数
一
〇

〇
万
の
事
例
の
悲
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一
九
四
四
年
以
来
、
押
し
寄
せ
て
く
る
赤
軍
を
逃
れ
て
西
方
に
敗
走
す
る
ド
イ
ツ
系
住
民

と
共
に
、
最
終
的
に
は
一
、
二
〇
〇
万
人
以
上
の
人
々
が
旧
来
の
故
郷
を
失
っ
た
。
こ
れ
ら
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
は
、
新
た
に
削
ら

れ
て
縮
小
し
た
ド
イ
ツ
領
土
に
吸
収
さ
れ
、
食
糧
と
衣
服
と
住
居
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
九
年
ま
で
事
実
上
、

フ
ラ
ン
ス
占
領
区
が
追
放
さ
れ
た
者
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
追
放
さ
れ
た
者
と
国
外
亡
命
者
は
、
米
英
ソ
三

大
連
合
国
の
占
領
区
に
押
し
寄
せ
た
。
さ
ち
に
、
当
初
は
ソ
連
占
領
区
（
旧
東
ド
イ
ツ
）
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
者
の
多
く
は
、
そ
の
後
、

米
英
両
占
領
区
（
旧
西
ド
イ
ツ
の
一
部
）
に
再
移
動
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
五
〇
年
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
旧
位
ド
イ
ツ
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

吸
収
さ
れ
た
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
の
総
数
は
、
七
五
〇
万
人
を
超
え
た
」
の
で
あ
る
。
「
一
九
四
九
年
ま
で
事
実
上
、
フ
ラ
ン
ス
占

領
区
が
難
民
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
」
こ
と
は
、
図
4
に
記
さ
れ
た
、
各
州
別
住
民
に
占
め
る
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
の
割
合
（
○

印
の
右
上
に
記
さ
れ
た
扇
形
（
灰
色
の
部
分
）
の
比
率
）
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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（
四
）
政
党
と
し
て
の
「
B
H
E
（
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
と
公
民
権
を
剥
奪
さ
れ
た
者
の
ブ
ロ
ッ
ク
）
」

（
a
）
総
論

こ
れ
ら
「
追
放
さ
れ
た
者
と
国
外
亡
命
者
」
達
は
、

自
己
の
権
益
を
主
張
す
る
為
に
、
G
B
l
B
H
E
（
全
ド
イ
ツ
ブ
ロ
ッ
ク
／
故
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郷
を
追
放
さ
れ
た
者
と
公
民
権
を
剥
奪
さ
れ
た
者
の
ブ
ロ
ッ
ク
”
O
Φ
ω
四
巳
巳
①
暮
ω
o
ゴ
雲
じ
U
一
〇
〇
評
＼
じ
U
一
〇
〇
評
匹
興
＝
蝕
暴
評
＜
Φ
『
霞
一
Φ
σ
①
コ
窪

巨
国
三
引
け
Φ
§
）
と
称
菱
独
自
の
政
党
を
結
成
し
ゴ
九
五
三
年
九
月
六
日
の
第
二
回
連
邦
議
会
総
選
挙
で
、
五
・
九
％
の
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

票
率
で
、
二
七
議
席
を
獲
得
し
た
。

　
一
九
五
二
年
九
月
一
四
日
の
G
B
－
B
H
E
党
綱
領
は
、
前
文
で
「
権
利
を
剥
奪
さ
れ
、
拠
り
所
を
失
っ
た
数
一
〇
〇
万
人
の
人
間

が
、
敗
戦
の
結
果
が
全
て
の
（
ド
イ
ツ
）
人
の
肩
の
上
に
等
し
く
再
配
分
さ
れ
る
こ
と
を
、
空
し
く
待
ち
わ
び
て
い
る
。
G
B
－
B
H

E
は
、
（
故
郷
を
）
追
放
さ
れ
た
者
に
先
祖
伝
来
の
故
郷
が
返
還
さ
れ
、
ヤ
ル
タ
と
ポ
ツ
ダ
ム
の
決
定
が
平
和
的
に
改
訂
さ
れ
る
よ
う
、

全
世
界
に
要
請
す
る
」
と
・
宣
言
遍
・
B
H
E
の
結
裳
旦
言
が
・
ヤ
ル
タ
協
定
と
ポ
ツ
ダ
台
一
言
の
改
訂
を
斐
て
い
る
こ
と
か
ら

も
判
る
通
り
、
連
合
国
（
西
側
三
箇
国
占
領
軍
）
政
府
は
、
当
初
、
こ
の
よ
う
な
（
占
領
国
の
政
策
に
反
対
す
る
）
政
党
の
結
成
を
許

可
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
回
連
邦
議
会
選
挙
が
一
九
四
九
年
八
月
一
四
日
に
挙
行
さ
れ
て
、
九
月
一
五
日
に
K
．
ア
ー
デ
ナ
ウ

ァ
ー
（
函
。
霞
巴
〉
血
①
8
二
臼
）
が
、
初
代
連
邦
首
相
に
就
任
し
た
。
こ
う
し
て
、
ひ
と
ま
ず
は
連
邦
共
和
国
の
自
由
で
民
主
的
な
体

制
が
確
立
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
一
月
一
四
日
に
、
政
党
許
可
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
政
党
許
可
制
度
の

廃
止
に
伴
い
、
お
よ
そ
三
〇
の
少
数
断
片
政
党
（
Q
D
O
洋
8
「
o
鋤
答
虫
Φ
コ
）
が
結
党
を
宣
言
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
大
き
く
、
最
も
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

な
問
題
を
提
起
し
た
の
が
B
H
E
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
政
党
は
、
政
権
獲
得
を
そ
の
活
動
の
主
た
る
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
G
B
I
B
H
E
の
よ
う
に
特
殊
な
利
害
の
み

を
主
張
す
る
野
党
は
、
一
般
に
「
特
定
の
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
専
ら
目
的
と
す
る
特
殊
な
野
党
（
凶
ω
ω
ロ
①
－
〇
二
①
p
8
α
ミ
ぎ
ら

§
。
ω
ま
範
」
と
呼
ば
れ
る
・
こ
の
種
の
「
特
殊
な
運
の
政
策
群
を
主
張
す
る
野
党
」
と
し
て
は
、
最
近
で
は
冗
八
三
年
か
ら

一
九
九
八
年
掛
五
回
の
連
邦
議
会
総
選
挙
に
か
け
て
の
「
緑
の
党
」
勢
力
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
緑
の
党
」
は
旧
西
ド
イ
ツ
で
、
二
七
議
57



席
、
得
票
率
五
・
六
％
（
一
九
八
三
年
）
と
四
二
議
席
、
得
票
率
八
・
三
％
（
一
九
八
七
年
）
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
統
一
ド
イ
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

第
一
回
連
邦
議
会
選
挙
に
際
し
て
は
、
一
方
で
、
旧
西
ド
イ
ツ
地
区
で
は
「
緑
の
党
」
が
、
（
早
急
な
ド
イ
ツ
統
一
に
反
対
し
て
）
○

議
席
、
得
票
率
四
・
八
％
（
一
九
九
〇
年
）
に
終
わ
り
、
挫
折
を
味
わ
っ
た
。
他
方
で
、
以
東
ド
イ
ツ
地
区
で
は
「
九
〇
年
連
合
1
1
緑

の
党
」
が
八
議
席
、
六
・
○
％
（
一
九
九
〇
年
）
を
獲
得
し
て
善
戦
し
た
。
そ
の
後
、
両
独
の
「
緑
の
党
」
組
織
が
統
一
し
た
「
九
〇

年
連
合
N
緑
の
党
」
が
、
四
九
議
席
、
得
票
率
七
・
三
％
（
一
九
九
四
年
V
を
得
て
、
連
邦
議
会
選
挙
で
大
挙
し
て
議
席
を
再
び
獲
得

（
2
4
）

し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
九
月
二
七
日
の
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
「
九
〇
年
連
合
1
1
緑
の
党
」
が
、
四
七
議
席
、
得
票
率
六
・
七
％
を

獲
得
し
た
。
総
選
挙
後
、
「
緑
の
党
」
は
S
P
D
と
連
立
し
て
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
初
め
て
連
立
与
党
と
な
っ
た
。
連
立
政
権
内
部
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

「
緑
の
党
」
は
、
副
首
相
兼
外
相
、
環
境
相
、
保
健
相
の
三
閣
僚
を
得
た
。
一
九
八
三
年
の
連
邦
議
会
初
進
出
か
ら
数
え
て
、
一
五
年

が
経
過
し
て
い
る
。
当
初
、
「
既
成
政
党
に
反
対
す
る
政
党
（
．
曽
葺
〒
O
費
q
．
℃
費
q
）
」
と
し
て
誕
生
し
た
「
緑
の
党
」
に
と
っ
て
は
、

隔
世
の
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
緑
の
党
に
は
独
自
の
環
境
政
策
と
社
会
政
策
は
存
在
す
る
が
、
緑
の
党
に
独
自
の
対
外
政
策

　
　
　
　
（
2
6
）

は
存
在
し
な
い
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
の
党
が
連
邦
外
相
の
ポ
ス
ト
を
得
た
の
は
、
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
」
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
V

「
緑
の
党
」
の
政
策
を
詳
細
に
研
究
し
て
き
た
P
・
ハ
イ
ソ
（
勺
讐
ユ
∩
評
＝
鉱
＝
）
氏
は
い
ぶ
か
し
が
つ
た
。

　
「
緑
の
党
」
の
所
属
議
員
が
、
議
会
活
動
に
順
応
し
て
次
第
に
保
守
化
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
委
員
会
制
度
の
場
合
、
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

員
会
の
構
成
人
数
が
一
三
名
か
ら
三
七
名
と
比
較
的
少
人
数
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
□
の
字
形
の
テ
ー
ブ
ル
の
外
側
に
内
向
き
に
座

る
状
態
で
、
傍
聴
人
席
や
、
記
者
席
が
極
端
に
少
な
い
、
狭
い
部
屋
で
（
原
則
と
し
て
テ
レ
ビ
中
継
が
な
い
と
い
う
意
味
で
、
非
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
∀

で
）
行
わ
れ
る
と
い
う
理
由
に
も
よ
る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
委
員
会
審
議
は
、
政
党
間
で
の
妥
協
を
目
的
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
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こ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
国
会
に
お
け
る
委
員
会
審
議
の
形
態
は
、
（
テ
レ
ビ
中
継
を
含
む
）
公
開
性
と
多
人
数
を
原
則
と

す
る
。
そ
こ
で
、
日
本
の
委
員
会
制
度
は
、
政
党
の
意
見
表
明
の
場
と
は
な
る
が
、
妥
協
案
作
成
の
舞
台
と
は
な
ら
な
い
。

　
「
緑
の
党
」
が
左
派
的
傾
向
を
持
つ
「
一
連
の
政
策
群
を
提
唱
す
る
野
党
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
G
B
I
B
H
E
は
右
派
的
傾
向
を

持
つ
「
単
一
政
策
の
み
を
提
唱
す
る
野
党
」
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
政
党
が
全
て
の
分
野
の
政
策
を
網
羅
す
る
政
党
綱
領
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
こ
う
し
て
政
権
担
当
能
力
を
持
っ
て
い
な
い
と
揚
げ
足
を
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
（
な
る
ほ
ど
、
「
緑
の

党
」
の
場
合
に
は
、
ポ
ス
ト
物
質
主
義
に
導
か
れ
た
、
一
連
の
政
策
群
を
提
唱
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
）
単
一
の
特
定
政
策
の
み
を

主
張
し
た
G
B
l
B
H
E
の
場
合
に
は
、
包
括
的
な
政
党
綱
領
を
持
つ
こ
と
は
、
有
権
者
の
支
持
を
拡
大
・
維
持
す
る
た
め
に
は
命
取

り
に
な
る
か
、
少
な
く
と
も
、
か
え
っ
て
不
利
益
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
「
特
殊
な
利
益
」
の
み
を
主
張
し
続
け
た
ほ
う
が
、
移
り
気
な

有
権
者
の
支
持
を
極
大
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
選
挙
戦
略
の
上
で
は
有
利
に
働
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
五
三
年
と
一
九
五

七
年
の
連
邦
議
会
総
選
挙
に
お
け
る
G
B
I
B
H
E
の
以
下
の
総
括
的
分
析
は
、
こ
の
党
の
選
挙
戦
略
上
、
自
己
矛
盾
し
た
支
持
基
盤

の
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
一
九
五
二
年
九
月
に
採
択
さ
れ
た
G
B
l
B
H
E
の
選
挙
綱
領
は
、
簡
素
に
「
前
文
、
内
政
、
経
済
援
助
・
社
会
政
策
、
文
化
政
策
、

対
外
政
策
」
の
五
章
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
綱
領
の
特
徴
は
、
末
尾
の
「
対
外
政
策
」
の
項
で
、
「
我
々
の
祖
国
は
分
断
さ
れ
た
。

G
B
－
B
H
E
の
第
一
の
要
求
（
聞
o
a
Φ
≡
躍
）
は
統
一
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
再
建
で
あ
る
。
（
そ
の
際
に
）
ド
イ
ツ
と
は
西
部
、
中
部

お
よ
び
東
部
ド
イ
ツ
を
意
味
す
る
」
と
、
強
引
に
領
土
的
な
主
張
を
繰
り
広
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
右
翼
的
で
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
文
末
（
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
七
項
目
の
要
求
の
第
一
項
）
で
「
諸
国
民
の
自
決
権
に
基
づ
く
真
の
平
和
と
、

ヤ
ル
タ
お
よ
び
ポ
ツ
ダ
ム
で
起
草
さ
れ
た
決
定
の
変
更
」
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
「
大
西
洋
憲
章
を
全
て
の
国
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民
と
国
家
に
適
用
す
る
こ
と
」
（
第
二
項
）
、
「
相
互
の
民
族
的
憎
悪
の
排
除
」
（
第
四
項
）
も
同
時
に
要
求
し
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、

完
全
に
右
翼
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
「
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
に
対
し
て
旧
い
故
郷
を
返
還
し
、
故
郷
を
再
び
建

設
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
世
界
の
援
助
」
（
第
七
項
）
を
要
求
す
る
「
単
一
政
策
の
み
を
主
張
す
る
野
党
」
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
そ

う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
六
項
で
は
、
「
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
が
議
会
に
お
い
て
象
徴
的
な
代
表
権
」
を
得
る
で
あ
ろ
う
と

　
　
（
3
0
）

宣
言
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
七
年
の
G
B
I
B
H
E
選
挙
綱
領
は
、
分
量
的
に
は
約
四
倍
と
な
り
、
「
前
文
、
対
外
政
策
、
国
家
政
策

（
ω
冨
讐
ω
℃
o
一
一
江
犀
V
、
防
衛
政
策
、
経
済
政
策
、
社
会
政
策
、
農
業
政
策
、
文
化
政
策
」
と
八
章
編
成
に
増
え
る
。
一
九
五
七
年
G
B

－
B
H
E
綱
領
は
「
対
外
政
策
」
の
項
で
、
G
B
I
B
H
E
が
そ
の
達
成
を
不
断
に
主
張
す
る
目
的
を
称
し
て
、
「
ド
イ
ツ
国
（
∪
鋤
ω

U
①
二
冨
。
げ
Φ
昌
幻
位
9
）
」
の
再
建
と
す
る
。
「
過
去
」
に
お
い
て
「
そ
の
他
の
世
界
の
視
点
か
ら
見
て
、
ド
イ
ツ
国
民
が
威
信
と
尊
厳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
回
顧
さ
れ
、
「
再
統
一
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国
」
で
は
、
こ
の
威
信
と
尊
厳
が
再
現
さ
れ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ

の
く
だ
り
は
、
G
B
－
B
H
E
に
特
異
な
主
張
で
あ
る
。
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（
b
）
各
論
一
州
政
権
に
お
け
る
展
開

　
結
党
の
後
、
比
較
的
短
期
の
問
に
、
G
B
－
B
H
E
は
、
幾
つ
か
の
州
議
会
、
お
よ
び
連
邦
議
会
に
進
出
し
て
各
種
の
政
策
論
議
に

対
応
す
る
必
要
性
に
直
面
し
た
。
加
え
て
、
G
B
l
B
H
E
は
、
連
邦
政
権
も
し
く
は
部
分
的
に
州
政
権
で
連
立
与
党
と
な
り
、
政
権

担
当
能
力
を
備
え
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
五
三
年
九
月
か
ら
一
九
五
五
年
七
月
ま
で
短
期
間
だ
が
、
C
D
U

ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
i
首
班
内
閣
に
連
立
し
て
参
加
し
、
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
・
戦
争
被
災
者
担
当
連
邦
大
臣
T
・
オ
ー
バ
ー
レ
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ン
ダ
ー
（
］
り
げ
①
O
匹
O
H
　
∩
》
σ
Φ
同
一
餌
⇒
仙
Φ
「
）
と
特
別
任
務
担
当
連
邦
相
W
・
ク
ラ
フ
ト
（
芝
巴
α
①
∋
費
囚
「
鉱
¢
の
二
閣
僚
を
擁
立
し
た
。

そ
の
後
、
連
邦
G
B
l
B
H
E
所
属
の
閣
僚
は
、
無
所
属
時
代
を
経
て
、
一
九
五
六
年
度
連
邦
C
D
U
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

幾
つ
か
の
州
議
会
で
も
、
G
B
l
B
H
E
は
一
角
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
1
）
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
・
バ
ー
ゲ
ン
州
で
は
D
G
（
1
1
U
2
冨
9
Φ
O
Φ
ヨ
①
凶
コ
ω
9
鋤
津
）
／
B
H
E
と
し
て
一
九
五
〇
年
に
「
六
議
席

（一

l
・
七
％
）
、
州
制
度
再
編
の
後
の
バ
ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
B
H
E
と
し
て
一
九
五
二
年
に
六
議
席
（
六
．
三

％
）
、
G
B
－
B
H
E
と
し
て
一
九
五
六
年
に
七
議
席
（
六
・
三
％
）
、
一
九
六
〇
年
に
七
議
席
（
六
・
六
％
）
を
獲
得
し
た
。
一
九
五

二
年
以
降
一
九
六
四
年
ま
で
連
立
政
権
の
一
翼
を
担
い
、
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
・
戦
争
被
災
者
担
当
州
大
臣
の
ポ
ス
ト
を
一

貫
し
て
確
保
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
二
年
三
月
か
ら
一
九
六
〇
年
五
月
ま
で
E
・
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
（
図
五
二
曽
「
血
閑
一
Φ
α
一
①
「
）
が
追
放

さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
・
戦
争
被
災
者
担
当
者
大
臣
を
務
め
、
一
九
六
〇
年
七
月
か
ら
一
九
六
四
年
一
月
ま
で
J
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

（
冒
ω
Φ
｛
ω
9
≦
費
N
）
が
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
・
戦
争
被
災
者
担
当
長
官
（
州
務
大
臣
格
）
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
州
政
府

首
班
与
党
は
一
九
五
二
年
三
月
か
ら
五
三
年
一
〇
月
ま
で
F
D
P
（
自
由
民
主
党
）
／
D
V
P
（
民
主
国
民
党
）
、
一
九
五
三
年
一
〇
月

か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
C
D
U
で
、
G
B
－
B
H
E
は
一
九
六
四
年
一
月
以
降
C
D
U
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
一
九
六
四
年
一
月
以
降

も
、
新
た
に
C
D
U
に
所
属
し
た
（
元
G
B
l
B
H
E
の
）
J
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
・
戦
争
被
災
者
担

当
長
官
に
在
職
し
続
け
て
、
一
九
六
六
年
一
二
月
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。

（
2
）
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
B
H
E
／
D
G
（
1
1
∪
Φ
暮
ω
9
興
O
Φ
ヨ
Φ
ぎ
ω
9
慾
け
ω
三
8
評
α
臼
＝
国
）
と
し
て
一
九
五
〇
年
に
二
六
議
席

（一

�
E
二
％
）
、
G
B
l
G
H
E
と
し
て
一
九
五
四
年
に
一
九
議
席
（
一
〇
・
二
％
）
、
一
九
五
八
年
に
一
七
議
席
（
八
．
七
％
）
を

獲
得
し
た
。
一
九
五
四
年
春
月
以
降
一
九
六
二
年
一
一
月
ま
で
連
立
政
権
に
加
わ
り
、
そ
の
間
、
一
貫
し
て
労
働
．
社
会
保
障
担
当
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州
大
臣
（
一
九
五
七
年
一
〇
月
か
ら
五
八
年
一
一
月
ま
で
は
州
副
首
相
も
兼
務
）
の
ポ
ス
ト
に
、
W
・
シ
ュ
タ
イ
ン
（
を
巴
8
「

ω
一
二
昌
）
を
代
表
と
し
て
送
っ
た
。
州
政
府
首
班
与
党
は
一
九
五
四
年
一
一
月
か
ら
五
七
年
一
〇
月
ま
で
S
P
D
、
一
九
五
七
年
一
〇

月
か
ら
一
九
六
二
年
＝
月
ま
で
C
S
U
で
あ
っ
た
。

（
3
）
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
、
F
D
P
／
B
H
E
と
し
て
一
九
五
〇
年
に
二
一
議
席
（
ご
二
・
八
％
）
を
獲
得
し
第
二
党
と
な
り
、
G
B

I
B
H
E
と
し
て
一
九
五
四
年
に
は
七
議
席
（
七
・
七
％
）
、
一
九
五
八
年
に
は
七
議
席
（
七
・
四
％
）
を
獲
得
し
、
G
D
P
（
1
1

0
Φ
ω
勉
ヨ
巳
Φ
三
ω
o
ゴ
。
℃
鋤
ほ
9
／
B
H
E
と
し
て
一
九
六
二
年
に
は
六
議
席
（
六
・
三
％
）
を
獲
得
し
た
。
一
九
五
四
年
か
ら
一
九
六

六
年
目
で
S
P
D
首
班
政
権
の
連
立
与
党
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
四
年
＝
月
か
ら
四
年
間
は
濡
話
首
相
兼
労
働
・
経
済
・
交

通
担
当
州
大
臣
G
・
フ
ラ
ン
ケ
（
O
o
蓉
プ
胃
ユ
閃
轟
鱒
①
）
と
農
林
担
当
州
大
臣
G
・
ハ
ッ
カ
ー
（
O
蕩
8
〈
＝
碧
入
興
）
が
二
閣
僚
を
、

一
九
五
入
隊
＝
月
か
ら
四
年
間
は
経
済
・
交
通
担
当
州
大
臣
G
・
フ
ラ
ン
ケ
と
農
林
担
当
州
大
臣
G
・
ハ
ッ
カ
ー
が
二
閣
僚
を
、
一

九
六
二
年
＝
月
か
ら
四
年
間
は
農
林
担
当
州
大
臣
G
・
ハ
ッ
カ
ー
が
一
閣
僚
を
占
め
た
。

（
4
）
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
B
H
E
と
し
て
一
九
五
一
年
に
は
二
一
議
席
（
一
四
・
九
％
）
、
一
九
五
五
年
に
は
一
七
議
席

（一

黶
E
○
％
）
、
G
B
－
B
H
E
と
し
て
一
九
五
九
年
に
は
＝
二
議
席
（
八
・
三
％
）
を
獲
得
し
た
。
一
九
五
一
年
か
ら
五
七
年
と
、

一
九
五
九
年
か
ら
六
三
年
ま
で
連
立
政
権
に
参
加
し
た
。
こ
の
間
、
一
九
五
一
年
五
月
か
ら
五
五
年
四
月
ま
で
は
S
P
D
首
班
と
連
立

し
て
、
率
由
首
相
兼
食
糧
・
農
林
担
当
州
大
臣
F
・
v
・
ケ
ッ
セ
ル
（
宰
圃
Φ
曾
一
〇
げ
〈
o
⇒
囚
Φ
ω
ω
Φ
一
）
と
経
済
・
交
通
担
当
州
大
臣
H
・

ア
ー
レ
ン
ス
（
＝
Φ
『
ヨ
鋤
目
〉
町
窪
ω
）
と
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
・
戦
争
被
災
者
担
当
州
大
臣
E
・
シ
ェ
ル
ハ
ウ
ス
（
国
『
8
ゴ

ω
0
7
Φ
＝
げ
9
。
器
）
の
三
閣
僚
を
擁
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
五
年
四
月
か
ら
五
七
年
夏
月
ま
で
は
D
P
（
ド
イ
ツ
党
）
首
班
と
連
立
し
、

経
済
・
交
通
担
当
州
大
臣
H
・
ア
ー
レ
ン
ス
と
食
糧
・
農
林
担
当
州
大
臣
F
・
v
・
ケ
ッ
セ
ル
と
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
・
戦
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争
被
災
者
担
当
州
大
臣
E
・
シ
ェ
ル
ハ
ウ
ス
の
三
閣
僚
を
代
表
者
と
し
て
送
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
九
年
四
月
か
ら
六
三
年
五
月
ま

で
は
S
P
D
首
班
と
連
立
し
て
、
州
副
首
相
豆
州
蔵
相
H
・
ア
ー
レ
ン
ス
と
追
放
さ
れ
た
者
・
国
外
亡
命
者
．
戦
争
被
災
者
担
当
州
大

臣
E
・
シ
ェ
ル
ハ
ウ
ス
の
二
閣
僚
を
得
た
。

（
5
）
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
は
、
B
H
E
と
し
て
一
九
五
〇
年
に
一
五
議
席
（
二
三
．
四
％
）
を
獲
得
し
得

票
率
の
上
で
は
第
二
党
と
な
り
、
G
B
－
B
H
E
と
し
て
一
九
五
四
年
に
は
一
〇
議
席
（
一
四
・
○
％
）
、
一
九
五
八
年
に
は
五
議
席

（
六
・
九
％
）
を
獲
得
し
た
。
一
九
五
〇
年
九
月
か
ら
五
一
年
六
月
、
一
九
五
一
年
七
月
か
ら
一
九
五
八
年
九
月
ま
で
連
立
内
閣
に
代

表
者
を
送
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
九
月
か
ら
五
一
年
六
月
ま
で
は
C
D
U
と
連
立
し
て
、
州
副
首
相
兼
州
蔵
相
W
．
ク
ラ
フ

ト
（
一
九
五
三
年
以
降
、
連
邦
大
臣
）
と
社
会
・
労
働
・
国
外
亡
命
者
問
題
担
当
州
大
臣
H
－
A
・
ア
ス
バ
ッ
ハ
（
口
蝉
づ
ω
－
〉
α
o
罵

〉
ω
げ
蝉
9
）
の
二
閣
僚
を
得
た
。
一
九
五
一
年
七
月
か
ら
五
三
年
一
〇
月
ま
で
は
C
D
U
と
連
立
し
て
、
州
副
首
相
兼
州
蔵
相
W
．
ク

ラ
フ
ト
と
労
働
・
社
会
・
追
放
さ
れ
た
者
担
当
州
大
臣
H
・
－
A
・
ア
ス
バ
ッ
ハ
の
二
閣
僚
を
、
C
D
U
首
班
改
造
内
閣
と
な
っ
た
一

九
五
三
年
＝
月
か
ら
一
九
五
四
年
九
月
ま
で
は
、
州
蔵
相
C
・
－
A
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
（
∩
）
四
「
一
1
＞
『
旨
O
P
ω
O
げ
曽
Φ
｛
⑦
H
）
と
州
法
相
W
．

ク
ラ
フ
ト
（
一
九
五
三
年
一
〇
月
ま
で
、
一
九
五
三
年
二
月
以
降
は
C
－
A
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
が
兼
務
）
と
労
働
．
社
会
．
追
放

さ
れ
た
者
担
当
州
大
臣
H
・
－
A
・
ア
ス
バ
ッ
ハ
の
三
閣
僚
を
送
り
込
ん
だ
。
一
九
五
四
年
九
月
か
ら
一
九
五
八
年
九
月
ま
で
は
C
D

U
首
班
の
下
、
州
副
首
相
兼
労
働
・
社
会
・
追
放
さ
れ
た
者
担
当
州
大
臣
H
・
－
A
・
ア
ス
バ
ッ
ハ
（
な
お
、
H
．
－
A
．
ア
ス
バ
ッ
ハ

は
一
九
五
七
年
一
〇
月
に
辞
任
し
、
後
任
者
は
州
副
首
相
が
C
・
－
A
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
、
労
働
・
社
会
・
追
放
さ
れ
た
者
担
当
州
大

臣
が
L
●
オ
ー
ネ
ゾ
ル
ゲ
（
い
2
p
。
○
ぎ
Φ
ω
o
『
α
q
Φ
）
で
あ
っ
た
）
と
州
蔵
相
C
・
－
A
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
の
二
閣
僚
が
州
政
府
連
立
与
党

の
地
位
を
占
め
た
。
一
九
五
八
年
九
月
以
降
、
C
・
－
A
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
C
D
U
に
加
わ
り
、
一
九
六
一
年
一
一
月
ま
で
州
蔵
相
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の
地
位
に
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
九
月
以
降
、
L
・
オ
ー
ネ
ゾ
ル
ゲ
は
無
所
属
の
閣
僚
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
L
・
オ
ー
ネ
ゾ
ル
ゲ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

一
九
五
九
年
一
〇
月
に
C
D
U
に
加
入
し
た
後
、
一
九
六
七
年
五
月
ま
で
労
働
・
社
会
・
追
放
さ
れ
た
者
担
当
州
大
臣
を
務
め
た
。

　
こ
の
内
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
内
で
は
、
連
邦
全
域
で
は
四
・
六
％
の
得
票
率
で
○
議
席
に
終
わ
っ
た
、
一
九
五
七
年
の
連
邦
議

会
総
選
挙
で
は
、
＝
・
四
％
の
D
P
と
併
せ
る
と
七
・
六
％
の
G
B
－
B
H
E
は
実
に
一
九
・
○
％
を
獲
得
し
た
。
同
じ
く
連
邦
全

域
で
は
二
・
八
％
の
得
票
率
で
○
議
席
に
終
わ
っ
た
、
一
九
六
一
年
の
連
邦
議
会
総
選
挙
で
も
、
G
D
P
（
G
B
l
B
H
E
＋
D
P
）

は
六
・
一
％
を
得
票
し
て
い
る
。
一
九
五
九
年
の
州
議
会
総
選
挙
で
も
、
一
二
・
四
％
の
D
P
と
八
・
三
％
の
G
B
－
B
H
E
は
合
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

で
二
〇
・
七
％
を
獲
得
し
て
、
一
時
的
で
は
あ
る
に
せ
よ
政
党
政
治
上
、
確
固
た
る
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
内
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
、
一
九
六
二
年
の
州
議
会
選
挙
に
際
し
て
も
、
G
D
P
（
D
P
l
B
H
E
）
は
五
・
一
％
を
獲
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

た
が
、
こ
の
州
で
は
一
選
挙
区
連
合
で
一
〇
％
以
上
の
得
票
を
得
な
い
と
議
席
に
結
び
付
か
な
い
と
い
う
「
独
自
の
阻
止
条
項
」
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

る
た
め
に
、
○
議
席
に
終
わ
っ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
に
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
設
立
さ
れ
た
B
H
E
は
、
設

立
許
可
の
た
め
に
必
要
な
暴
束
的
条
件
を
充
足
し
、
困
窮
の
故
に
結
成
さ
れ
た
諸
共
同
体
と
、
政
党
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
を
拒
否
さ

れ
て
い
た
旧
組
織
「
追
放
さ
れ
た
者
の
連
合
」
と
の
合
併
を
終
え
た
後
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
も
早
急
に
設
立
さ
れ
た
。
国
外
亡
命
者

の
特
殊
利
益
を
代
表
す
る
政
党
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
当
局
の
意
向
で
、
一
九
五
〇
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
議
会
の
第
二
回
総
選
挙
以
降

に
、
始
め
て
許
可
さ
れ
た
が
、
初
陣
に
し
て
は
少
な
か
ら
ぬ
成
功
を
収
め
た
。
一
九
五
〇
年
に
は
（
二
六
議
席
で
）
州
議
会
第
四
党
と

な
り
、
一
九
五
四
年
に
も
（
一
九
議
席
で
）
州
議
会
第
四
党
の
地
位
を
占
め
た
。
ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
支
部
に
所
属
す
る
B
H
E
の

党
員
数
は
、
一
九
五
三
年
に
四
七
、
一
〇
〇
名
、
一
九
五
六
年
に
は
五
九
、
二
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
B
H
E
は
、
一
九
五
八
年
の
州
選

挙
で
は
九
％
を
若
干
下
回
る
得
票
率
で
、
一
七
議
席
を
得
た
。
こ
う
し
て
合
計
三
回
の
州
議
会
選
挙
で
、
B
H
E
は
、
故
郷
を
追
放
さ
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れ
た
有
権
者
の
投
票
を
集
め
て
、
議
席
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
B
H
E
の
発
展
は
、
追
放
さ
れ
た
者
の
経
済
的
．
社
会
的
．

政
治
的
編
入
と
、
極
め
て
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
。
国
外
亡
命
者
が
ま
す
ま
す
（
西
ド
イ
ツ
社
会
に
）
統
合
さ
れ
、
「
負
担
調
整
法

（
」
A
G
）
」
が
成
果
を
上
げ
て
、
ド
イ
ツ
経
済
が
奇
跡
の
復
興
を
遂
げ
る
に
つ
れ
て
、
逆
説
的
な
よ
う
だ
が
、
B
H
E
は
自
ら
の
存
在

意
義
と
、
故
郷
を
追
放
さ
れ
た
者
と
国
外
亡
命
者
の
組
織
と
し
て
政
治
的
に
機
能
す
る
と
い
う
社
会
的
な
存
在
基
盤
を
、
目
に
見
え
る

形
で
失
っ
て
い
っ
た
。
B
H
E
を
支
持
す
る
有
権
者
の
大
半
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
C
S
U
に
新
た
な
政
治
的
故
郷
を
無
い
出
し
た

　
　
（
3
6
）

の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
内
の
他
の
諸
州
よ
り
も
、
国
外
亡
命
者
が
高
い
比
率
で
配
分
さ
れ
て
、
一
層
、

多
く
の
追
放
さ
れ
た
者
が
流
入
し
た
。
そ
れ
故
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
G
B
l
B
H
E
は
一
つ
の
重
要
な
政
治
的
要
素
で
あ
っ
た
。

一
九
五
四
年
に
S
P
D
と
G
B
i
B
H
E
は
連
立
政
権
を
組
閣
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
連
立
協
定
は
二
度
に
わ
た
っ
て
更
新
さ
れ
た
。

国
外
亡
命
者
が
既
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
社
会
的
・
経
済
的
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
（
の
社
会
）
に
統
合
さ
れ
て
い
た
の
で
、
G
B
l
B
H

E
が
長
期
に
わ
た
っ
て
政
権
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
G
B
l
B
H
E
の
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
G
B
l
B
H
E
が
同
じ
よ
う
に
ま
た
魅

力
的
な
政
治
勢
力
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
も
貢
献
し
た
。
一
九
六
六
年
の
州
議
会
総
選
挙
で
G
P
D
（
O
Φ
路
ヨ
巳
①
暮
ω
o
げ
①
℃
震
け
①
じ

l
B
H
E
は
四
・
三
％
の
得
票
率
で
、
○
議
席
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
、
G
P
D
l
B
H
E
の
党
内
で
は
、
著
し
く
民
族
（
自

決
・
再
統
一
）
主
義
的
な
考
え
を
持
っ
た
勢
力
が
、
社
会
民
主
主
義
に
同
調
（
し
、
社
会
福
祉
的
な
解
決
を
企
図
）
す
る
勢
力
と
共
に
、

大
挙
し
て
、
S
P
D
に
党
籍
を
変
更
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
う
し
て
G
P
D
l
B
H
E
は
S
P
D
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
、
そ
の
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
V

命
が
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
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（
c
）
総
括

　
　
こ
の
よ
う
に
G
B
－
B
H
E
と
い
う
元
来
は
保
守
系
だ
が
、
単
一
政
策
の
み
を
主
張
す
る
中
小
の
政
党
（
野
党
）
の
場
合
に
は
、
当

該
政
策
の
上
で
首
班
与
党
と
妥
結
し
て
連
立
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
首
班
与
党
に
と
っ
て
連
立
与
党
候
補
と
み
な
し
て

懐
柔
す
る
対
象
と
し
て
は
、
手
頃
な
連
立
の
相
手
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
首
班
与
党
が
保
守
系
の
国
民
政
党
C
D
U
／
C

S
U
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
中
道
系
左
派
の
社
会
民
主
主
義
政
党
S
P
D
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
し
ば
し
ば
G
B
I
B
H
E
は
政
権
の
一

翼
を
（
例
え
ば
、
「
既
成
政
党
に
反
対
す
る
政
党
（
．
げ
葺
〒
O
鉾
け
粍
、
O
昌
昌
）
」
と
自
称
す
る
「
緑
の
党
」
よ
り
も
、
容
易
に
）
担
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
議
会
活
動
に
同
化
し
た
こ
と
と
政
権
運
営
に
加
わ
っ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
G
B
I
B
H
E
の
主
張
に
含
ま
れ
る
先
鋭

さ
は
平
均
化
さ
れ
て
、
他
党
と
大
き
く
変
わ
る
「
特
異
性
」
が
少
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
G
B
l
B
H
E
は
「
防
衛
政
策
」
の
上
で

は
コ
般
兵
役
義
務
」
を
原
則
的
に
容
認
し
、
「
N
A
T
O
加
盟
」
を
表
明
し
、
「
連
邦
共
和
国
が
、
N
A
T
O
に
お
い
て
そ
れ
相
当
の

疫
割
を
果
た
す
こ
と
を
」
を
支
持
麺
・
そ
．
」
に
お
い
て
は
景
印
世
界
の
同
盟
諸
国
」
と
の
協
調
が
・
繰
り
返
し
て
力
説
さ
霧
・

も
と
よ
り
、
「
東
西
ド
イ
ツ
両
国
と
東
部
・
中
部
欧
州
諸
国
に
お
け
る
核
兵
器
の
配
備
を
拒
否
す
る
」
姿
勢
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
完

全
な
右
翼
で
は
な
い
と
判
断
し
う
る
に
十
分
な
根
拠
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
自
由
世
界
に
お
け
る
自
由
な
生
活
を
確
保
し
、
防
衛
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

強
固
な
意
志
」
を
力
説
す
る
く
だ
り
を
読
む
と
、
別
に
G
B
l
B
H
E
で
な
く
と
も
、
右
派
・
保
守
政
党
で
あ
る
な
ら
ば
同
様
の
主
張

を
行
い
う
る
と
、
素
人
で
も
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
方
で
、
こ
の
よ
う
に
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
政
策
上
の
急
進
性
（
轟
臼
。
巴
凶
q
）
が
薄
れ
、
政
策
全
般
に
G
B
l
B

H
E
の
守
備
範
囲
が
拡
大
し
た
」
こ
と
は
、
他
党
か
ら
強
烈
に
区
別
さ
れ
る
特
徴
（
竃
Φ
蒔
ヨ
巴
）
を
提
示
し
て
、
G
B
l
B
H
E
の
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（
4
1
）

支
持
者
拡
大
を
目
指
す
為
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
他
方
で
は
ま
た
、
他
党
が
G
B
l
B
H
E
の
主
張
や
類
似

し
た
主
張
を
採
り
入
れ
る
か
、
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
面
で
G
B
－
B
H
E
が
当
初
、
主
張
し
た
政
策
は
議
会
に
お
い
て
反
映

さ
れ
た
が
、
他
面
で
G
B
－
B
H
E
の
存
在
意
義
が
薄
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
決
定
的
で
あ
り
、
か
つ
確
か
な
こ
と
は
、
一
九
五
七
年

九
月
一
五
日
の
第
三
回
連
邦
議
会
総
選
挙
で
G
B
－
B
H
E
が
、
○
議
席
（
四
・
六
％
）
に
終
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
原
因

に
よ
る
か
は
（
分
析
材
料
の
不
足
で
）
即
断
で
き
な
い
が
、
要
す
る
に
、
「
要
求
す
る
だ
け
の
政
党
」
か
ら
「
政
策
を
立
案
す
る
政
党
」

へ
発
展
し
た
こ
と
が
、
逆
説
的
（
B
轟
α
o
臥
8
一
）
だ
が
、
部
分
的
に
は
支
持
者
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
仮
定
・
推
測
で
き
る
。
万

一
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
G
B
－
B
H
E
に
と
っ
て
は
、
な
ん
と
も
皮
肉
め
い
た
現
実
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

（
五
）
問
題
の
背
景
－
東
部
ド
イ
ツ
地
域
に
お
け
る
国
境
と
民
族
（
言
語
）
構
成
の
不
一
致
1
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第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
は
、
東
欧
と
西
欧
で
は
、
民
族
と
言
語
の
境
界
線
の
有
り
様
が
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
西
欧
（
特

　
　
　
（
4
2
）

に
フ
ラ
ン
ス
）
で
は
言
語
（
民
族
）
の
境
界
線
と
国
境
（
国
籍
の
境
界
線
）
が
比
較
的
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
西
欧
は
「
民

族
国
家
（
り
4
曽
触
一
〇
口
蝉
一
ω
け
効
鋤
侍
）
」
に
と
っ
て
の
本
来
の
故
郷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
部
中
欧
お
よ
び
東
欧
で
は
言
語
（
民
族
）

の
境
界
線
が
、
複
雑
に
入
り
組
み
、
錯
綜
し
て
お
り
、
継
ぎ
接
ぎ
だ
ら
け
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
部
中
欧
お
よ
び
東
欧

で
は
、
言
語
ブ
ロ
ッ
ク
の
境
界
線
は
国
境
線
と
一
致
し
な
い
で
、
湾
曲
し
、
噛
み
A
闘
い
、
飛
び
地
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
東

部
ド
イ
ツ
地
域
で
は
、
他
の
民
族
ブ
ロ
ッ
ク
の
直
中
に
、
多
数
の
ド
イ
ツ
民
族
の
居
留
地
が
、
入
植
・
開
拓
地
と
し
て
介
在
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

（
図
5
と
図
6
を
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
入
植
の
有
り
様
は
、
一
二
二
五
年
前
後
に
始
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
時
ま
で
進
展
し
続 67



図5　東方の開拓　紀元1000年頃と1400年頃のトイツ民族居住地域
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　　図6：東方の開拓：紀元700年頃と1500年頃のドイツ民族居住地域
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（
4
4
V

け
た
「
東
方
植
民
、
も
し
く
は
、
東
部
へ
の
植
民
（
○
ω
爵
。
一
〇
巳
ω
⇔
菖
8
）
」
運
動
の
歴
史
的
な
所
産
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
東
部
中

欧
お
よ
び
東
欧
の
民
族
構
成
の
複
雑
さ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
人
を
「
目
の
敵
」
に
し
て
、
旧
西
ド
イ
ツ
領
土
へ
と
「
追

放
」
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

　
余
談
に
な
る
が
、
例
え
ば
、
現
在
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
三
の
都
市
・
ク
ラ
ク
フ
（
訳
鑓
ま
≦
”
ド
イ
ツ
表
記
は
尿
鑓
評
二
藍
ー
ク
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

カ
ウ
）
市
（
人
口
七
四
五
、
○
○
○
人
）
に
は
、
ド
イ
ツ
語
を
母
国
語
す
る
、
旧
ド
イ
ツ
植
民
者
の
子
孫
が
残
留
し
て
い
る
と
言
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
追
放
」
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
数
の
残
留
者
が
残
っ
た
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
ク
フ
市
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

ド
語
と
ド
イ
ツ
語
の
二
箇
国
語
が
並
記
さ
れ
た
新
聞
も
、
一
部
で
は
あ
る
が
発
行
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

70

（
六
）
ド
イ
ツ
統
一
の
後
で

　
一
九
九
〇
年
九
月
一
二
日
に
締
結
さ
れ
た
「
い
わ
ゆ
る
2
＋
4
条
約
（
旧
東
西
ド
イ
ツ
両
国
と
旧
四
大
占
領
国
で
あ
る
ソ
連
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
締
結
し
た
、
ド
イ
ツ
国
に
つ
い
て
の
究
極
的
条
約
と
は
、
第
一
条
【
国
境
】
の
第
二
項
で
、

「
統
一
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
現
行
の
国
境
線
を
国
際
法
上
、
拘
束
力
の
あ
る
条
約
に
よ
っ
て
確
認
す
る
」
。
ま
た
、
そ
の
第
三
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

は
「
統
一
ド
イ
ツ
は
他
国
に
対
し
て
、
現
在
な
ら
び
に
将
来
に
わ
た
っ
て
、
領
土
的
要
求
を
決
し
て
し
な
い
」
と
定
め
た
。
こ
の
条
約

に
よ
っ
て
、
B
H
E
が
幻
と
し
て
描
い
た
ド
イ
ツ
の
再
統
一
が
実
現
し
た
。
だ
が
、
B
H
E
が
要
求
し
た
ド
イ
ツ
の
領
土
的
再
拡
張
の

夢
は
、
永
久
に
歴
史
的
遺
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
欧
州
諸
国
で
は
、
あ
る
宗
教
（
宗
派
）
が
国
民
的
宗
教
（
1
1
圧
倒
的
多
数
派
）
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ソ
連
で
は
、
一
九
二
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（
4
8
）

四
年
に
レ
ー
ニ
ン
が
死
去
し
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
無
敵
の
独
裁
者
と
し
て
党
と
国
家
に
君
臨
」
し
た
。
ソ

連
は
、
共
産
主
義
を
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
目
疑
似
宗
教
）
と
し
た
。
宗
教
的
に
は
、
ロ
シ
ア
正
教
の
み
が
当
局
の
公
認
宗
教
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
V

つ
た
。
一
九
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
は
、
「
広
範
囲
に
わ
た
る
政
治
的
・
軍
事
的
な
粛
清
」
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
］
九
八
九
年
の
東

欧
市
民
革
命
後
に
、
ロ
シ
ア
正
教
は
復
興
し
た
。
だ
が
、
復
権
し
た
ロ
シ
ア
正
教
が
、
か
り
に
大
き
な
顔
を
し
て
、
万
一
、
ロ
シ
ア
民

　
　
　
（
5
0
）

族
至
上
主
義
と
結
び
付
く
な
ち
ば
、
他
宗
教
・
他
宗
派
に
属
す
る
宗
教
的
少
数
者
に
と
っ
て
は
、
居
心
地
の
悪
い
、
風
通
し
の
良
く
な

い
、
抑
圧
的
な
社
会
と
な
る
虞
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
場
合
、
ロ
シ
ア
正
教
の
再
建
と
共
に
、
目
に
見
え
ず
、
表
面
化
し
な
い
で
、

他
宗
教
・
他
宗
派
の
信
徒
を
、
国
外
亡
命
に
追
い
込
む
可
能
性
が
あ
る
何
か
が
、
働
き
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
東
欧
革
命
後
の
、
民
族

の
移
動
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
、
上
記
の
懸
念
が
、
全
く
根
拠
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

　
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
系
ソ
連
住
民
は
、
公
式
統
計
の
上
で
は
二
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
七
〇
〇
万
人
か
ら
八
○
○
万

人
の
ド
イ
ツ
系
住
民
が
、
旧
ソ
連
で
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
け
だ
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ソ
連
に
侵
略
し
た
後
に
、
ド
イ
ツ
系
住
民
が
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

な
差
別
化
を
恐
れ
て
、
国
勢
調
査
や
身
分
証
明
書
に
ロ
シ
ア
人
と
記
載
し
た
の
で
、
二
つ
の
数
値
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

リ
ン
治
世
の
ソ
連
が
抑
圧
的
な
体
制
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
試
み
は
、
間
違
っ
て
い
る
と
M
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記

長
（
当
時
）
は
、
一
九
八
七
年
＝
月
二
日
に
述
べ
た
。
東
欧
革
命
後
に
、
ロ
シ
ア
の
ド
イ
ツ
系
住
民
の
内
、
約
一
〇
〇
万
人
が
ド
イ

　
　
　
　
（
5
3
）

ツ
に
移
住
し
た
。
ド
イ
ツ
系
ソ
連
住
民
が
国
外
へ
移
住
し
た
具
体
例
を
上
げ
る
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
「
再
洗
礼
派
」
の
一
つ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
V

約
五
万
人
を
数
え
、
二
〇
〇
年
の
間
、
ロ
シ
ア
で
暮
ら
し
て
き
た
メ
イ
ナ
イ
ト
教
会
（
ζ
Φ
暮
。
巳
8
6
『
霞
。
げ
）
の
信
徒
ら
は
、
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
信
徒
集
団
と
の
密
接
な
関
係
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
移
住
方
針
の
下
、
ほ
と
ん
ど
が
「
組
織
的
に
救
出
」
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
過
去
に
お
い
て
と
同
様
に
今
後
も
、
目
に
見
え
な
い
、
宗
教
を
事
由
と
す
る
弾
圧
が
続
く
可
能
性
を
、
危
惧
し
た
結
果
で
あ
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ろ
う
。
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注
（
1
）
　
≦
≡
賦
巳
南
■
℃
讐
興
の
8
＼
U
o
白
鼠
ω
を
①
げ
9
5
．
．
↓
冨
句
巴
魯
9
。
一
案
Φ
冨
窪
6
0
｛
O
輿
ヨ
簿
昌
…
↓
冨
肉
①
る
日
①
超
9
け
O
薯
。
。
。
陣
二
8
～
、
げ
（
巴
．
）
国
爵

　
　
胃
。
嵩
詳
ω
犀
ざ
§
o
⑦
ミ
。
ミ
§
壽
。
・
燃
鴨
§
穿
喜
魯
ω
け
．
露
霞
目
づ
、
ω
℃
話
ω
ω
レ
㊤
。
。
詩
嚢
」
ω
刈
山
①
。
。
（
＝
H
）
●
E
・
コ
リ
ン
ス
キ
ー
編
、
清
水
望
監
訳
『
西

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
（
行
人
社
・
一
九
九
八
年
）
一
四
九
～
一
五
〇
頁
（
高
見
言
訳
）
。

　
　
　
な
お
、
元
来
、
こ
の
概
念
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
（
O
洋
。
閑
マ
。
耳
Φ
ぎ
Φ
ご
が
、
、
．
↓
げ
①
芝
聾
三
コ
ひ
q
亀
O
O
O
o
。
。
三
〇
昌
ヨ
℃
国
島
9
日
①
コ
・

　
　
け
9
著
菊
Φ
ぴ
q
一
ヨ
Φ
ω
－
、
凱
β
の
も
9
ミ
肉
翁
ミ
義
苦
く
o
r
N
倉
コ
。
．
N
（
ω
二
王
羅
臼
お
鶉
ど
O
O
」
蛇
出
N
で
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ル

　
　
ヒ
ハ
イ
マ
ー
執
筆
、
岩
永
健
吉
郎
・
高
木
誠
訳
「
議
会
主
義
の
政
治
体
制
に
お
け
る
反
対
（
派
）
機
能
の
衰
退
」
、
岩
永
健
吉
郎
『
西
欧
の
政
治
社

　
　
会
』
（
東
大
出
版
会
・
一
九
七
七
年
1
1
初
版
）
二
四
二
～
二
六
八
頁
所
収
（
二
五
〇
～
二
五
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
学
術
用
語
は
、
「
（
連
立
）
協
定

　
　
に
よ
っ
て
他
党
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
生
じ
て
い
る
事
態
に
対
し
て
反
対
す
る
『
管
轄
反
対
』
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
「
連

　
　
立
協
定
に
よ
っ
て
他
党
の
管
轄
と
さ
れ
た
分
野
の
政
策
に
対
し
て
、
連
立
与
党
の
一
部
が
、
一
時
的
に
野
党
と
な
っ
て
採
る
反
対
行
動
」
の
意
味
で
あ

　
　
る
か
ら
、
「
特
定
の
分
野
の
み
に
つ
い
て
反
対
す
る
政
権
内
野
党
」
も
し
く
は
「
分
野
野
党
（
高
見
訳
と
と
訳
す
道
理
も
一
定
限
度
、
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
2
）
　
閑
冨
二
ω
＜
8
じ
d
Φ
冤
ヨ
ρ
、
、
勺
。
≡
o
ヨ
Φ
葺
碧
鴫
O
O
℃
o
ω
三
〇
ロ
ω
ぎ
国
霞
o
O
①
、
．
”
白
く
同
区
。
一
白
ω
吋
ざ
§
翁
ミ
§
§
ミ
騨
譜
§
肉
ミ
き
鷺
も
．
ω
㎝
．
清
水
『
西

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
三
九
頁
（
若
松
新
訳
）
。

（
3
）
　
閑
①
昌
O
冨
α
島
ω
互
．
、
O
噂
O
o
ω
置
。
昌
冒
9
①
Z
簿
7
①
多
き
匹
ω
．
．
讐
国
く
四
区
。
一
ぎ
ω
評
ざ
◎
愚
8
ミ
§
§
ミ
蹉
紺
ミ
穿
§
鴨
も
P
N
卜
。
緊
N
卜
。
b
。
．
清
水
『
西
ヨ
ー

　
　
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
二
三
頁
（
若
松
訳
）
。

（
4
）
　
℃
Φ
8
「
同
型
N
Φ
き
．
．
♂
↓
げ
賃
Φ
い
咤
Φ
〉
津
臼
U
o
三
～
、
ド
国
く
国
区
。
一
ぎ
ω
評
ど
§
象
ミ
。
謡
ミ
壽
討
§
寒
鳶
Q
も
．
N
O
．
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野

　
　
党
』
二
三
頁
（
土
屋
彰
久
訳
）
。

（
5
）
　
野
党
の
立
憲
的
も
し
く
は
政
治
的
「
性
格
」
如
何
に
よ
る
分
類
に
つ
い
て
は
、
訳
訂
¢
ω
〈
0
5
じ
σ
①
《
ヨ
P
o
℃
．
o
詳
．
（
コ
。
け
Φ
b
。
）
も
．
ω
一
－
ω
蒔
清
水
『
西
ヨ

　
　
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
三
四
～
三
八
頁
（
若
松
訳
）
を
参
照
。

（
6
）
犀
の
ぴ
q
’
＜
■
＝
。
屋
9
①
①
＝
ω
＼
国
■
ω
。
耳
器
9
お
野
ミ
瀞
§
§
織
き
曹
§
§
ミ
多
望
ミ
§
勢
。
・
匙
ミ
ミ
§
ぴ
ミ
審
N
漣
・
。
§
織
竈
容
霧
N
ミ

　
　
設
§
ミ
審
§
寒
§
ミ
誌
ミ
躇
b
§
騎
ミ
ミ
ミ
譜
§
蹴
ミ
O
轟
§
ミ
ミ
5
じ
U
α
．
N
し
。
噛
U
o
『
¢
ヨ
Φ
暮
。
昌
1
＜
①
二
2
。
ひ
q
U
「
．
＝
Φ
吾
①
昏
芝
Φ
コ
巳
①
卸
量
O
P
o
」
こ
ω
．
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ω
㊤
ρ
幽
Φ
一
．

（
7
）
　
第
一
節
の
最
初
の
三
段
落
は
ミ
e
－
卜
§
隷
ミ
§
鳴
◎
費
蕊
譜
芦
じ
d
匹
」
ρ
象
～
一
㊤
㊤
ρ
Q
り
」
①
①
（
〈
Φ
「
巳
Φ
げ
①
昌
Φ
〉
．
に
よ
る
。

（
8
）
　
〇
四
二
〇
「
Φ
嵐
①
己
ρ
肉
象
壽
融
ミ
q
ミ
偽
さ
ミ
ら
画
8
＞
‘
｛
ど
ρ
＝
．
じ
d
①
o
ぎ
一
⑩
○
○
ω
響
O
o
．
卜
。
ω
ω
（
し
d
β
昌
匹
。
ω
＜
Φ
詳
ユ
Φ
げ
①
づ
①
昌
α
q
①
ω
簿
N
）
．

（
9
）
　
第
一
節
の
最
後
の
四
段
落
は
ミ
詔
旨
§
簿
§
§
い
◎
窓
謡
織
§
魑
し
U
α
」
P
Q
o
」
①
①
（
＜
①
詳
ユ
①
げ
魯
Φ
）
．
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
以
上
、
第
二
節
の
「
負
担
調
整
法
に
よ
る
改
善
」
に
関
す
る
四
段
落
の
大
半
は
、
謀
○
肉
S
N
、
窯
鳴
切
§
§
。
。
愚
§
§
b
鳴
ミ
融
ミ
ミ
§
9
・
。
■
〉
鼠
r

　
　
℃
δ
簿
N
藁
㊤
Q
。
9
Q
り
．
O
卜
。
．
に
よ
る
。

（
n
）
　
b
鴨
、
穿
ら
討
鴨
＼
§
ミ
黛
職
。
謡
防
鳥
、
、
翁
鴇
b
》
ω
■
〉
ロ
自
こ
目
尻
6
げ
①
「
、
一
㊤
㊤
O
℃
ω
’
一
㎝
一
■

（
1
2
）
　
＝
■
国
σ
色
ぎ
ぴ
q
＼
ぐ
く
．
b
d
マ
『
①
づ
｛
①
匡
、
b
紺
葡
竃
総
帖
§
衆
望
§
餐
謡
鷺
§
為
竃
さ
b
U
α
■
倉
≦
①
ω
8
「
ヨ
鋤
昌
コ
一
一
㊤
Q
Q
卜
●
層
Q
り
．
卜
。
一
S

（
3
1
）
　
b
鳴
、
募
ら
壽
鳴
、
言
　
ミ
匙
職
O
謡
吻
§
、
翁
箆
b
、
o
り
、
一
㎝
O
．

（
1
4
）
　
織
ミ
ー
ト
§
簿
。
ミ
帖
謡
鳴
O
窓
謡
譜
芦
じ
d
匹
．
一
P
ω
’
一
①
㊦
（
＜
①
詳
ユ
Φ
げ
①
ロ
①
）
．

（
1
5
）
　
注
（
1
5
）
の
段
落
、
お
よ
び
、
そ
の
前
の
段
落
は
、
ミ
『
ミ
財
ミ
き
§
隷
N
ミ
9
逡
ミ
ら
ミ
魯
国
α
■
N
N
＞
自
r
畔
く
”
一
㊤
㊤
ρ
Q
り
．
。
。
ω
㊤
－
。
。
き
（
＜
Φ
「
・

　
　
け
「
Φ
ま
巷
ぴ
身
）
．
に
よ
る
。

（
1
6
）
　
拙
稿
「
東
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
野
党
の
否
定
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
部
4
4
号
』
＝
二
頁
所
収
の
図
7
を
参
照
。

（
1
7
）
　
芝
。
罵
ひ
q
o
昌
ひ
q
b
U
Φ
づ
N
糟
ぎ
謡
野
鴨
険
b
o
鳴
鶏
計
ミ
謡
題
蔚
鳴
ミ
の
q
ミ
N
ミ
、
し
q
ミ
謡
譜
的
悪
ミ
ミ
隷
’
閃
凶
ω
o
『
①
き
H
O
O
◎
P
ω
■
ω
卜
O
I
Q
Q
ω
■

（
1
8
）
　
＝
房
ぴ
q
．
〈
．
O
冨
仁
。
り
〉
■
「
凶
ω
6
『
Φ
き
≦
ミ
ミ
片
月
§
織
ぴ
ミ
ら
譜
蕊
検
蹴
措
§
”
悼
．
＝
研
げ
び
餌
づ
F
一
㊤
㊤
ρ
ω
o
『
α
コ
言
ひ
自
貫
ω
・
昌
O
ρ
一
b
o
N
ω
・

（
P
V
　
ぎ
瀞
ミ
§
恥
国
魂
N
＼
題
§
”
も
Q
■
》
彊
鵠
。
”
出
α
自
①
憎
仁
昌
ロ
N
薯
ざ
ぎ
一
〇
Q
Q
o
Q
、
ψ
ω
幽
1
ω
国

（
2
0
）
　
＝
諺
ぴ
q
’
＜
．
O
ω
ω
号
区
●
コ
Φ
o
葺
7
虫
ヨ
”
b
o
隷
ミ
ミ
～
鴨
ミ
鴨
N
ミ
＼
も
亀
誌
鴨
母
ミ
ミ
逡
弓
鳴
§
肉
§
、
ミ
帖
簿
ミ
鑓
§
b
鳴
ミ
融
き
ミ
謡
駄
越
騨
N
℃
へ
獅
じ
口
血
』
”
U
o
吋
ロ
日
Φ
三
Φ
昌

　
　
1
＜
Φ
二
餌
ひ
q
U
「
．
＝
①
「
σ
Φ
諄
ぐ
く
①
昌
匹
δ
「
即
O
O
こ
一
㊤
①
Q
Q
、
Q
Q
．
軽
卜
。
一
．

（
2
1
）
　
℃
①
8
『
ω
〇
三
昌
巳
Φ
き
b
ミ
鴨
§
配
湯
§
翫
餅
ミ
簿
襲
、
0
8
ら
ミ
き
家
譜
勃
b
§
冴
ら
ミ
ミ
b
Q
ミ
謡
譜
防
量
目
．
N
℃
へ
℃
驚
。
・
N
羅
”
ω
■
〉
自
r
Z
o
ヨ
。
ω
噂
お
◎
o
倉
Q
り
・
N
8
・

（
2
2
）
　
こ
の
専
門
用
語
は
、
増
訂
ロ
ω
＜
8
じ
U
①
《
日
ρ
o
ロ
．
o
詳
．
（
8
け
①
N
）
も
■
G
。
卜
。
■
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
三
六
頁
（
若
松
訳
）
に
よ
る
。

（
2
3
）
　
当
時
、
「
緑
の
党
」
は
、
基
本
法
第
二
三
条
方
式
に
よ
る
ド
イ
ツ
統
一
を
、
実
質
的
な
併
合
で
あ
る
と
批
判
し
た
が
、
具
体
的
な
代
替
案
を
提
起
し

　
　
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
（
坪
郷
實
『
統
一
ド
イ
ツ
の
ゆ
く
え
』
（
岩
波
新
書
・
一
九
九
一
年
）
九
四
頁
。
）

（
2
4
）
　
菊
。
『
づ
匹
Q
り
ε
「
ヨ
＼
、
Q
り
富
「
犀
9
閑
◎
昌
N
δ
で
鴇
ぴ
竃
簿
。
ず
①
○
℃
℃
o
ω
曲
萬
。
蔦
“
∪
①
耳
鶉
巨
鋤
口
血
く
。
「
魁
臼
b
u
窪
同
署
Φ
ω
㌶
西
ω
箋
働
竃
一
8
◎
。
．
．
、
魯
§
ミ
貸
毫
ミ
ミ
譜
鴫
73



　
　
避
≦
①
耳
Φ
ご
鋤
ぼ
H
㊤
O
メ
ω
．
㎝
ω
H
－
紹
①
（
紹
ω
γ
坪
郷
、
注
（
2
3
）
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

（
2
5
）
　
『
読
売
新
聞
』
↓
九
九
八
年
一
〇
月
二
七
日
、
三
面
。

（
2
6
）
　
「
緑
の
党
」
が
射
程
と
す
る
政
策
領
域
が
、
対
外
政
策
に
ま
で
拡
が
っ
た
こ
と
が
、
「
緑
の
党
」
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
か
、
G
B
l
B
H
E

　
　
の
先
例
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
す
か
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

（
2
7
）
　
P
・
ハ
イ
ソ
氏
の
研
究
業
績
と
し
て
は
、
「
緑
の
党
」
の
立
法
政
策
上
の
提
案
を
丹
念
に
分
析
し
た
b
措
ト
さ
ミ
譜
、
b
ロ
§
魯
軌
三
日
軌
§
§
、

　
　
爵
轟
く
－
O
禽
鳴
討
鳴
鴇
ミ
賦
ミ
ご
鴨
§
ミ
隠
名
》
ミ
蕃
§
（
N
§
－
N
塞
γ
（
琶
＜
①
「
α
跨
①
昌
二
8
耳
γ
H
㊤
Q
。
り
．
が
あ
る
。

（
2
8
）
b
ミ
b
§
§
曹
し
唱
§
翁
譜
㌧
隠
壽
壽
奪
馬
§
§
§
圃
Z
①
路
ρ
一
〇
。
。
メ
ω
．
㊤
切
．

（
2
9
）
　
ス
ペ
イ
ン
現
行
憲
法
制
定
時
の
七
人
委
員
会
や
、
ボ
ン
基
本
法
制
定
時
の
三
人
委
員
会
、
五
人
委
員
会
、
七
人
委
員
会
と
い
う
極
端
に
少
人
数
で
構

　
　
成
さ
れ
、
各
党
か
ら
事
実
上
、
全
権
を
委
任
さ
れ
た
委
員
か
ら
な
る
委
員
会
が
、
妥
協
案
作
り
に
資
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
コ
独
裁

　
　
後
の
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
与
野
党
の
建
設
的
関
係
ー
ド
イ
ツ
と
の
比
較
に
お
い
て
一
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
4
7
号
』
（
一
九
九
三
年
）
九
二

　
　
～
九
四
、
一
一
四
～
一
一
五
頁
を
参
照
。

（
3
0
）
　
コ
。
窪
昏
虫
β
Φ
ヨ
■
（
〉
昌
ヨ
．
b
。
O
）
℃
b
d
α
■
b
。
－
Q
り
．
畠
や
島
9

（
3
1
）
　
固
Φ
9
守
Φ
巨
－
①
巳
■
（
〉
ロ
ヨ
●
N
O
γ
b
d
P
卜
。
”
q
D
誌
G
。
。
。
■

（
3
2
）
　
連
邦
と
州
の
、
議
会
と
政
権
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
O
．
〉
．
閃
δ
o
げ
①
お
Φ
げ
9
（
〉
昌
3
●
H
。
。
γ
H
＝
巴
σ
ぴ
餌
巳
望
巳
b
。
．
＝
薗
ぎ
げ
鋤
昌
鼻
巳
㊤
ρ
ω
・
刈

　
　
『
一
〇
（
じ
d
閃
9
》
8
（
芝
臼
＃
Φ
ヨ
σ
Φ
門
ひ
q
－
ゆ
巴
雪
γ
H
O
ω
山
H
ω
（
ゆ
巴
①
『
芝
費
簿
①
ヨ
σ
①
彪
）
、
旨
ω
幽
N
。
。
（
b
d
錯
Φ
∋
γ
①
O
。
。
よ
ち
（
出
Φ
ω
ω
9
γ
刈
二
－
刈
H
り

　
　
（
Z
δ
匹
①
誘
9
。
O
『
給
巳
－
一
旨
守
H
一
ω
o
。
（
ω
〇
三
Φ
ω
≦
譜
－
国
9
ω
け
Φ
一
5
）
・
に
よ
る
。

（
3
3
）
O
自
8
「
ζ
き
P
．
．
Z
δ
匹
興
霊
9
ω
魯
．
．
－
牢
馨
〈
．
閂
国
8
冨
＼
9
＝
胃
§
四
目
－
き
ミ
ミ
暮
譜
、
§
§
ミ
§
窒
ミ
塁
§
雨
§
き
9
ヨ
ε
。
。
し
8
ρ

　
　
ω
。
卜
。
㊤
O
－
8
卜
。
●
O
言
8
「
ζ
碧
P
、
2
一
巴
Φ
お
書
房
8
1
、
－
旨
旨
ぴ
q
■
〈
．
冒
お
8
＝
碧
δ
ヨ
四
目
員
ミ
§
奪
ミ
世
譜
、
“
§
欝
隷
§
し
q
§
§
⇔
ミ
謡
譜
き
ω
，
〉
鼠
ダ

　
　
〇
四
ヨ
℃
＝
ρ
一
㊤
O
メ
ω
●
ω
①
①
．

（
3
4
）
　
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
お
け
る
、
一
選
挙
区
連
A
口
で
一
〇
％
以
上
の
得
票
を
得
な
い
と
議
席
に
結
び
付
か
な
い
と
い
う
「
独
自
の
阻
止
条
項
」
に
つ
い
て

　
　
は
、
拙
稿
「
比
例
代
表
制
に
お
け
る
阻
止
条
項
に
つ
い
て
一
政
党
制
と
の
関
連
に
お
い
て
！
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
4
0
号
』
（
一
九
九
〇
年
）

　
　
＝
二
四
～
一
三
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
5
）
≦
H
ω
ヨ
9
。
胃
＼
O
．
丙
邑
＼
、
じ
d
塁
①
3
．
、
、
国
ω
6
冨
＼
国
費
窪
き
P
①
9
．
（
〉
昌
ヨ
．
ω
ω
ご
ω
」
一
G
。
山
一
軽
」
ω
B
塁
噌
＼
閑
邑
導
、
．
じ
0
9
。
く
①
a
．
導
国
費
§
巷
P
①
匿
．

74



GB－BHE：分野野党の研究

　
　
（
》
コ
ヨ
．
ω
ω
γ
し
。
．
》
焦
r
ω
．
＝
O
．

（
3
6
）
芝
」
ω
ヨ
錯
「
＼
ρ
区
員
讐
．
、
し
d
塁
①
ヨ
・
”
b
ω
9
①
＼
国
費
琶
帥
目
る
巳
．
（
諺
ロ
ヨ
・
ω
ω
γ
Q
。
」
一
㊤
』
ω
∋
。
旨
＼
閑
邑
讐
．
、
じ
d
塁
興
三
＝
胃
§
き
P
①
σ
血
・
（
＞
5
幹

　
ら
。
ω
）
瑠
ω
．
〉
鼠
r
Q
Q
」
＝
山
5
．

（
3
7
）
↓
■
ω
〇
三
＝
Φ
ミ
↓
．
＜
．
芝
ぎ
什
①
「
㌦
、
＝
Φ
ω
ω
2
．
”
曽
国
の
3
①
＼
団
餌
昏
葺
き
P
①
区
．
（
＞
5
ヨ
「
ω
ω
ご
ω
』
爵
．
ω
o
露
＝
臼
＼
＜
。
芝
ぎ
8
5
．
蕾
①
羅
β
．
一
頃
拶
ニ
ヨ
二
戸

　
Φ
び
自
■
（
＞
5
ヨ
．
ω
G
。
γ
ω
’
〉
⊆
P
ω
』
謹
．
な
お
、
従
来
、
民
族
主
義
（
Z
餌
二
8
巴
布
ω
ヨ
ロ
ω
）
に
は
、
（
1
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
ジ
ア
．
ア
フ
リ
カ
諸

　
　
国
に
お
け
る
よ
う
な
「
民
族
（
独
立
国
家
）
主
義
」
の
主
張
、
（
2
）
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
地
方
の
よ
う
な
「
民
族
（
分
離
．
独
立
）

　
主
義
」
の
主
張
、
（
3
∀
プ
ロ
イ
セ
ン
が
目
指
し
た
「
民
族
（
国
家
統
ご
政
策
」
な
ど
、
主
と
し
て
三
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
（
O
■
H
o
5
①
。
。
o
ロ
＼
H
畠
Φ

　
竃
四
α
餌
二
拶
α
q
斜
§
8
ミ
§
、
O
．
〉
．
芝
讐
貫
目
㊤
①
。
。
も
℃
，
2
よ
㎝
．
G
・
ヨ
ネ
ス
ク
＆
1
・
デ
・
マ
ダ
リ
ア
ー
が
著
、
宮
沢
健
訳
『
反
対
党
の
研
究
』
（
未

　
　
来
社
・
一
九
八
三
年
）
七
四
～
七
五
頁
。
）
が
、
こ
こ
で
言
う
「
民
族
（
自
決
・
再
統
一
）
主
義
的
な
見
解
」
と
は
、
第
四
の
民
族
主
義
の
発
露
で
あ

　
　
る
。

（
3
8
）
　
国
8
耳
げ
Φ
剛
日
－
①
げ
鮮
（
〉
ロ
旨
．
b
。
O
）
層
じ
口
昏
N
ω
．
心
ω
㎝
ム
ω
O
．

（
3
9
）
　
コ
①
o
げ
9
Φ
剛
∋
圃
Φ
σ
鮮
（
〉
昌
∋
．
卜
⇒
O
γ
じ
6
昏
ト
の
℃
Q
り
■
お
刈
ム
ω
Q
。
■

（
4
0
）
　
固
8
耳
『
①
圃
ヨ
ー
①
び
F
（
〉
ロ
ヨ
’
卜
o
O
ン
し
σ
昏
N
ω
．
心
も
。
Q
。
．

（
4
1
）
　
例
え
ば
S
P
D
は
、
一
九
五
二
年
九
月
二
八
日
に
採
択
し
た
ド
ル
ト
ム
ン
ト
綱
領
の
前
文
で
、
「
S
P
D
は
オ
ー
デ
ル
・
ナ
イ
セ
線
を
国
境
と
は
認

　
　
め
な
い
と
、
既
に
一
九
四
五
年
に
宣
言
し
て
い
る
」
と
明
記
し
た
（
霊
Φ
o
げ
子
虫
昼
p
。
．
p
ρ
（
〉
コ
ヨ
』
O
）
”
u
u
貸
。
。
』
霧
。
。
”
ω
．
①
㎝
■
）
。
但
し
、
「
一
九
四

　
　
五
年
に
ど
の
文
書
の
何
処
で
宣
言
し
た
」
の
か
は
、
未
調
査
で
あ
る
。

（
4
2
）
　
フ
ラ
ン
ス
は
中
央
分
権
化
が
最
も
進
ん
だ
国
家
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
え
ば
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
み
が
、
本
場
の
フ
ラ
ン
ス
語
で

　
　
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
の
点
で
も
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
〇
〇
の
県
、
三
六
、
五
〇
〇
の
市
町
村
に
分
割
し
て
統
治
し
て
い
る
（
若
松

　
　
隆
「
E
C
統
A
口
の
深
化
と
ス
ペ
イ
ン
の
地
域
・
社
会
問
題
」
、
日
本
政
治
学
苦
口
『
年
報
政
治
学
一
九
九
三
年
』
（
岩
波
書
店
．
一
九
九
三
年
）
一
二
〇

　
　
頁
、
表
1
に
よ
る
）
。
一
〇
〇
と
い
う
数
字
は
、
余
り
に
も
人
為
的
な
作
為
の
所
産
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
イ
ス
は
構
成
国
の
独
自
の
地
方
自

　
　
治
権
を
認
め
て
、
中
央
政
府
を
形
成
し
た
典
型
的
な
連
邦
国
家
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
ス
イ
ス
は
、
国
民
が
持
つ
真
の
「
統
一
（
国
ぎ
冨
ε
へ
の
意

　
　
志
」
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
国
家
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
ス
イ
ス
は
言
語
の
点
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ロ
マ
ン
シ
ュ
語
と
多

　
　
様
多
彩
で
あ
る
。
（
ス
イ
ス
憲
法
制
定
一
五
〇
周
年
記
念
「
ス
イ
ス
・
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ー
つ
憾
イ
ン
・
東
京
」
（
一
九
九
八
年
一
二
月
一
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日
）
で
の
、
上
智
大
学
元
教
授
・
八
幡
康
貞
先
生
か
ら
の
伝
聞
に
よ
る
。
）

（
4
3
）
　
ド
イ
ツ
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
ド
イ
ツ
の
諸
侯
や
騎
士
は
、
人
口
の
稀
薄
な
エ
ル
ベ
川
・
ザ
ー
レ
川
以
東
の
ス
ラ
ブ
人
地
域
に
た
び
た
び
侵
入

　
　
し
、
そ
こ
で
広
大
な
領
域
を
征
服
し
た
一
例
え
ば
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
の
よ
う
に
。
彼
ら
は
そ
の
支
配
を
確
実
に
し
、
そ
の
収
益
を
増
や
す
た
め
に
、

　
　
西
方
か
ら
農
民
を
こ
の
征
服
地
に
呼
び
寄
せ
て
、
土
地
を
耕
作
さ
せ
村
落
を
建
設
さ
せ
た
。
し
か
し
、
ス
ラ
ブ
人
の
君
侯
も
荒
れ
地
を
畑
に
変
え
る
た

　
　
め
に
、
ド
イ
ツ
人
の
入
植
者
を
獲
得
し
よ
う
と
努
め
た
。
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
や
べ
ー
メ
ン
か
ら
勧
誘
人
が
や
っ
て
来
て
、
ド
イ
ツ
の
農
民
を
有
利
な
条

　
　
件
で
彼
ら
の
土
地
に
勧
誘
し
た
。
（
＝
．
国
σ
Φ
一
冒
ぴ
q
＼
芝
’
じ
d
凶
蒔
Φ
5
h
色
F
ミ
鳴
肉
駐
鳴
§
駄
紺
忘
蓮
蒜
§
ぎ
蝕
b
U
匹
』
”
毛
①
ω
辞
①
「
ヨ
雪
P
H
零
H
エ
ー
ベ
リ

　
　
ン
グ
／
ビ
ル
ケ
ン
フ
ェ
ル
ト
著
、
成
瀬
治
訳
『
全
訳
・
世
界
の
歴
史
教
科
書
シ
リ
ー
ズ
ー
3
西
ド
イ
ッ
ー
1
』
（
帝
国
書
院
・
一
九
八
二
年
）
五
九
頁
。
）

　
　
　
東
部
ド
イ
ツ
地
域
へ
農
民
が
植
民
を
開
始
し
た
年
号
を
、
一
二
二
五
年
と
判
断
し
た
の
は
、
以
下
の
故
事
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
二
五
年
［
か

　
　
ら
一
九
二
六
年
に
か
け
て
の
冬
］
に
、
［
異
教
の
プ
ロ
イ
セ
ン
人
に
手
を
焼
い
た
〕
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
人
の
公
（
国
①
「
N
O
ぴ
q
）
［
も
し
く
は
大
公
コ
ン
ラ

　
　
ー
ト
］
が
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
（
騎
士
修
道
会
）
を
自
分
の
領
地
に
招
聰
し
た
。
［
こ
の
時
、
大
公
は
、
援
助
と
引
き
替
え
に
、
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
川
沿
い

　
　
の
ク
ル
ム
周
辺
の
土
地
の
授
与
を
約
束
し
た
ら
し
い
。
＝
｝
＝
＝
年
以
降
、
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
抵
抗
を
排
し
な
が
ら
、
ク
ル
ム
周
辺
の
土
地
の
占
領
が

　
　
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
］
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
下
、
開
墾
作
業
は
順
調
に
進
展
し
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ッ
ス
ベ
ル
ク
市
と
マ
ー
リ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
（
ζ
三
一
Φ
昌
σ
貫
ぴ
q
）

　
　
市
を
含
む
、
一
〇
〇
を
若
干
下
回
る
数
の
都
市
も
し
く
は
町
と
、
四
一
、
四
〇
〇
の
村
落
が
築
か
れ
た
。
（
国
σ
①
一
十
σ
q
＼
じ
d
貯
評
①
昌
h
位
負
b
紺
肉
駐
Q
§

　
　
ミ
Q
さ
餐
ミ
§
書
豊
じ
d
α
・
N
≦
①
ω
θ
①
ゴ
昌
き
P
H
O
㊤
ど
ω
．
話
①
山
ω
刈
（
H
ω
ら
ゆ
）
．
な
お
、
［
］
内
は
、
成
瀬
・
山
田
・
木
村
編
『
世
界
歴
史
大
系
ド
イ
ツ

　
　
史
1
』
（
山
川
出
版
社
・
一
九
九
七
年
）
二
七
三
～
二
七
五
頁
（
西
川
洋
一
）
か
ら
の
補
筆
で
あ
る
。
西
川
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
が
行
っ
た

　
　
東
方
植
民
は
、
（
極
め
て
悪
い
表
現
だ
が
、
侵
略
戦
争
に
よ
り
）
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
異
教
徒
を
征
服
し
て
、
こ
の
地
に
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
た
と
言
え

　
　
る
。
）

　
　
　
七
〇
〇
年
頃
に
エ
ル
ベ
川
・
ザ
ー
レ
川
以
西
で
農
耕
を
営
ん
で
い
た
ド
イ
ツ
農
民
は
、
少
し
つ
つ
東
部
地
域
を
開
拓
し
移
住
し
た
。
や
が
て
一
五
〇

　
　
〇
年
頃
に
は
ポ
メ
ル
ン
地
方
の
全
域
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
地
方
の
大
半
、
東
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
お
よ
び
、
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
一
部
を
含
む
（
一
九

　
　
三
七
年
当
時
の
）
旧
ド
イ
ツ
領
土
に
至
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
人
は
居
住
面
積
を
拡
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
国
σ
Φ
ぎ
α
q
＼
b
ウ
同
筆
Φ
珠
色
F
①
σ
匹
■
口
8
ド
ω
」
b
。
①
■
）
。

（
4
4
）
　
閑
餌
ユ
虫
①
旦
9
国
a
日
雲
P
b
塞
穿
雲
霧
の
肉
竃
ら
ミ
G
。
§
亀
ミ
鴨
肉
ミ
三
婆
§
晦
譜
、
肉
愚
§
寒
象
尉
ミ
竃
鼻
駄
ミ
§
§
織
織
ミ
§
、
象
＜
”

　
　
刈
．
〉
母
r
一
㊤
㊤
ρ
ω
」
b
。
N
山
N
ω
．

（
4
5
）
　
b
ミ
寡
S
ミ
壽
§
ぎ
§
ミ
隷
N
塗
○
。
導
国
ω
9
Φ
「
」
㊤
㊤
メ
Q
Q
P
宅
。
。
（
勺
o
H
窪
γ
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（
4
6
）
　
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
清
水
望
先
生
か
ら
の
伝
聞
に
よ
る
。

（
4
7
）
　
O
ミ
謡
譜
箋
鳴
簿
”
N
N
＞
ロ
h
r
匹
峠
く
”
お
㊤
ド
Q
o
．
㊤
ω
一
O
Q
Q
（
㊤
e
（
．
．
N
≦
①
7
巨
⊆
ω
1
＜
δ
「
1
＜
の
嵩
「
鋤
ひ
q
－
．
）
■

（
4
8
）
　
一
九
二
一
年
以
降
の
ソ
連
に
お
け
る
反
宗
教
政
策
に
つ
い
て
は
、
霜
田
美
樹
雄
『
政
治
と
宗
教
』
（
成
文
堂
・
一
九
七
二
年
）
二
五
七
～
三
二
一
頁

　
　
を
参
照
。
一
九
二
五
年
以
降
、
ソ
連
で
は
「
戦
闘
的
無
神
論
者
同
盟
」
な
る
反
宗
教
組
織
が
、
当
局
の
庇
護
の
下
、
反
宗
教
宣
伝
を
敢
行
し
た
（
同
書
、

　
　
三
〇
七
頁
以
下
）
。

（
4
9
）
　
〉
博
冨
「
Q
o
．
ゆ
鋤
爵
ρ
ぎ
ミ
焼
§
、
ミ
§
§
o
審
ミ
ミ
σ
も
ミ
町
ミ
N
逡
ト
O
ω
♪
一
8
一
も
．
刈
8
（
¢
ω
ω
菊
）
．

（
5
0
）
　
卑
近
な
事
例
で
は
、
ロ
シ
ア
共
産
党
委
員
長
で
あ
る
ジ
ュ
ガ
ー
ノ
ブ
は
、
愛
国
党
党
首
も
兼
務
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
ロ
シ
ア
正
教
の
民
族
主
義

　
　
化
を
企
図
し
て
い
る
。

（
5
1
）
　
清
水
望
『
東
欧
革
命
と
宗
教
』
（
信
山
社
・
一
九
九
七
年
）
三
〇
一
頁
と
三
三
三
頁
に
所
収
の
ゲ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
リ
ッ
カ
ー
（
O
①
a
ω
け
ユ
。
犀
①
こ

　
　
の
分
析
に
よ
る
。

（
5
2
）
　
ミ
ハ
イ
ル
・
S
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
著
、
ソ
連
内
外
政
策
研
究
会
訳
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
演
説
・
論
文
集
m
』
（
国
際
文
化
出
版
社
・
一
九
八
九
年
）
七

　
　
〇
～
七
一
頁
。

（
5
3
）
　
清
水
『
東
欧
革
命
と
宗
教
』
三
〇
一
頁
。

（
5
4
）
　
メ
イ
ナ
イ
ト
派
（
竃
①
弓
〇
三
8
ロ
）
は
、
メ
ノ
・
シ
モ
ン
ズ
（
ζ
①
…
o
ω
一
∋
8
ω
”
一
お
①
山
㎝
O
H
）
を
開
祖
と
し
、
一
五
四
〇
年
以
降
、
北
海
と
バ
ル

　
　
ト
海
西
部
沿
岸
で
洗
礼
共
同
体
を
営
ん
だ
。
同
派
は
、
小
児
洗
礼
の
制
度
を
認
め
ず
、
成
人
の
信
徒
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
再
洗
礼
派
」
に
属
し
、

　
　
『
新
約
聖
書
』
「
マ
タ
イ
伝
」
第
五
章
第
三
三
～
三
七
節
を
逐
語
的
に
解
釈
し
て
「
誓
約
・
宣
誓
を
一
切
せ
ず
」
、
離
婚
を
認
め
ず
、
良
心
的
兵
役
拒
否

　
　
を
採
っ
て
、
信
仰
の
領
域
へ
の
国
家
の
介
入
を
拒
絶
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
福
音
主
義
の
両
者
の
領
野
君
主
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
た
後
に
、
オ
ラ
ン
ダ

　
　
と
西
プ
ロ
イ
セ
ン
に
逃
れ
た
。
一
六
八
三
年
以
降
、
北
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
を
開
始
し
た
。
一
八
世
紀
に
は
ロ
シ
ア
に
も
逃
れ
た
が
、
一
八
五
〇
年
以

　
　
降
、
ロ
シ
ア
で
の
兵
役
義
務
を
拒
否
し
、
大
部
分
が
A
口
詩
国
と
カ
ナ
ダ
に
移
民
し
た
。
構
成
員
の
総
数
は
約
五
五
万
人
。
（
駄
ミ
ー
ト
§
薄
§
　
§
　
ミ

　
　
窓
§
職
§
”
じ
d
自
．
旨
曽
ω
．
お
－
匙
（
ζ
Φ
目
。
葺
①
p
↓
翌
凝
①
ω
ぎ
コ
8
　
竃
Φ
ヨ
。
ω
含
。
房
）
幽
）

　
　
　
な
お
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
メ
イ
ナ
イ
ト
教
会
諸
派
は
、
そ
の
七
つ
の
分
派
も
含
め
る
と
、
合
計
信
徒
数
一
八
二
、
四
四
五
唐
名
を
数
え

　
　
る
。
だ
が
、
そ
の
内
、
最
大
規
模
の
メ
イ
ナ
イ
ト
教
会
本
体
は
、
信
徒
数
九
｝
、
｝
六
七
余
丁
で
あ
る
。
（
§
鳴
き
ミ
郎
§
§
§
§
織
b
口
o
o
駐
鼠

　
　
隷
駐
N
鴇
題
曽
芝
〇
二
α
と
日
き
餌
P
一
㊤
。
。
N
℃
。
巳
O
（
ヵ
①
＝
Φ
q
δ
コ
）
■
）
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（
5
5
）
　
清
水
『
東
欧
革
命
と
宗
教
』
四
＝
二
～
四
一
五
頁
。

78

（
付
記
）
本
稿
は
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
～
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

　
　
課
題
名
…
野
党
（
O
O
℃
o
ω
三
〇
巳
の
研
究
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
奨
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研
究
（
A
）
／
課
題
番
号
8
詞
O
O
＄
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研
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